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ま　え　が　き

近年、児童生徒の心身の健康問題は、いじめ、不登校、児童虐待などのメンタルヘルスに関する課題やア
レルギー疾患の増加など、多様化しています。養護教諭は、学校保健活動の推進に当たって中核的な役割を
果たしており、現代的な健康課題の解決に向けて、期待がますます高まっています。

このような状況の中、平成２0年１月１７日の中央教育審議会答申において、養護教諭の研修の重要性が
指摘されており、子どもの心身の健康課題の多様化や養護教諭の役割の拡大に対応したより体系的な研修を
進める必要があります。このため、国が研修内容のプログラム開発を行い、実践的な研修内容のモデルを示
すなど、地方公共団体における研修体制の充実を推進する方策について検討することが求められているとこ
ろです。

このため、今回、財団法人日本学校保健会に設置した養護教諭研修プログラム作成委員会において、文部
科学省がまとめた「養護教諭研修プログラムの作成に当たっての方向性」をもとに、養護教諭の研修に関す
る具体的な事項について検討し、「養護教諭研修プログラム作成委員会報告書」をまとめました。

本報告書では、養護教諭研修プログラム作成の基本方針を示した後、その方針に沿ってプログラムを構成
しました。また、都道府県教育委員会等の例を参考に作成した研修事例を掲載することにより、実用的な資
料となるようにしました。

本書が、教育委員会をはじめとする学校保健関係者に広く活用され、体系的な養護教諭研修の充実が図ら
れることによって、児童生徒の健康の保持増進がより一層推進されることを期待しています。

　　平成 21 年３月
財団法人日本学校保健会

会　長　唐　澤　祥　人
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第１章　　養護教諭研修プログラム作成に当たっての方向性

１　養護教諭を取り巻く状況
（１）学校保健の動向と養護教諭

都市化、少子高齢化、情報化、国際化等による社会環境や生活様式の急激な変化は、子どもたちの
心身の健康に大きな影響を与えており、いじめや不登校などのメンタルヘルスに関する課題、喫煙、
飲酒、薬物乱用に関する健康問題、性に関する問題、生活習慣の乱れ、アレルギー疾患の増加などの
健康課題が顕在化している。また、新潟中越沖地震、岩手・宮城内陸地震などの自然災害のみならず
事件・事故が発生しており、危機管理と、それに伴う子どもの心のケアが重要な課題となっている。
また、児童虐待の増加や発達障害などの健康関連の問題も多様化しており、学校においても適切な対
応が求められている。
これらの現代的な健康課題の解決に向けて、学校保健活動の中核を担っている養護教諭への期待が
高まっている中、文部科学大臣から「子どもの心身の健康を守り、安全・安心を確保するために学校
全体としての取組を進めるための方策について」諮問を受け、平成 20 年１月に中央教育審議会の答申
（以下「中教審答申（H20.1）」という。）が出された。この答申においても養護教諭に関する提言が多
くなされ、役割の明確化や課題等について具体的に述べられている。この中教審答申（H20.1）を踏ま
えて学校保健法の改正が平成 20 年 6 月に行われ、学校保健及び学校安全の充実が図られたところであ
る（H21.4.1 施行）。
主な改正点は、①学校保健法を学校保健安全法に改称、②国及び地方公共団体の責務（財政上の措
置その他の必要な施策の実施、国による学校安全の推進に関する計画の策定等）及び学校設置者の責
務（学校の施設設備・管理運営体制の整備充実）を明記したことであり、学校保健に関しては、①養
護教諭を中心として関係教職員等と連携した組織的な保健指導の充実、②地域の医療機関等との連携
による児童生徒等の保健管理の充実、③学校の環境衛生水準を確保するための全国的な基準の法制化
などである。養護教諭の役割についても法に位置付けられ明確化が図られた。

（２）中教審答申（H20.1）等において求められている養護教諭の役割と課題

①　養護教諭の役割
ア　校内及び地域の医療機関等との連携を推進する上でのコーディネーターの役割
イ　学級活動における保健指導をはじめ、ティーム・ティーチングや兼職発令による教科保健への積
極的な参画など保健教育に果たす役割

ウ　養護教諭を中心として関係教職員と連携した児童生徒個々に対応した組織的な保健指導・健康相
談の充実

エ　いじめや児童虐待など心身の健康課題の早期発見、早期対応に果たす役割
オ　学級担任等と連携した組織的な健康観察の充実
カ　学校保健活動のセンター的役割を果たしている保健室経営の充実（保健室経営計画の作成）など
が挙げられる。

②　養護教諭の課題
ア　現職研修の充実
現在、養護教諭の新規採用者研修及び教職経験者研修は、各都道府県において実施されているが、
児童生徒の心身の健康課題の多様化や養護教諭の役割の拡大に対応した体系的な研修を進めるに当
たり、研修日数が少なく不十分な状況にある。また、教育公務員特例法における初任者研修及び教
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職経験者研修に養護教諭が位置付けられていないことについては、学校内において指導に当たる人
材を確保することが困難であるなどの課題があり、引き続き検討していく必要がある。
イ　養成教育の充実
深刻化する児童生徒の現代的な健康課題の解決に向けて、学級担任や教科担任等と連携し、養護
教諭の有する知識や技能などの専門性を保健教育に活用することがより求められており、養護教諭
の保健学習や学級活動における保健指導への授業参画が増えていることから、保健教育の充実や児
童生徒の現代的な健康課題に対応した看護学の履修内容の検討を行うなど、教員養成段階における
教育を充実させる必要がある。
ウ　退職養護教諭の活用
養護教諭は一人配置校が多いことから、初任者に対する研修を含め学校内外における研修に困難
が生じたり、保健室来室者の増加や特別な配慮を必要とする児童生徒（アレルギー疾患・発達障害
等）も多く、対応に苦慮している状況が見られる。現職養護教諭の育成や支援体制の充実を図るた
め、経験豊かな退職養護教諭などの知見を活用することについて検討する必要がある。
エ　養護教諭の複数配置の促進
保健室へ来室する児童生徒の心身の健康課題が多様化しており、また、来室者が多い（１日平均
小学校 41 人、中学校 38 人、高等学校 36 人　日本学校保健会調査H18）上に、一人当たりの対応
時間も増加しているため、一人の養護教諭では、より良い対応を図ることが困難な状況にある。ま
た、特別な配慮を必要とする児童生徒が多い状況にあり、学校、家庭、地域の関係機関等との連携
の推進が必要であることから養護教諭の複数配置の促進が必要である。

　  

２　保健主事との関係
児童生徒の心身の健康課題が多様化・複雑化してきており、保健主事の果たすべき役割が増してきてい
る。このため、保健主事に幅広く人材を求める観点から、学校教育法施行規則の一部改正が平成 7年 3月
に行われ、養護教諭の保健主事への登用の道が開かれた。（養護教諭の保健主事兼務率小学校 34.0% 中学
校 50.1 %　日本学校保健会調査H18）養護教諭の研修プログラムを検討するに当たっては、保健主事の研
修プログラムとの関係についても検討しておく必要がある。
＜中教審答申（H20.1）において求められている保健主事の役割＞
（1） 学校保健と学校全体の活動に関する調整
（2） 学校保健計画の策定
（3） 学校保健に関する組織活動の推進（学校保健委員会等）
などが挙げられており、その果たすべき役割はますます大きくなっている。

３　養護教諭研修の必要性
中教審答申（H20.1）においては、「養護教諭が、子どもの現代的な健康課題に適切に対応していくため
には、常に新たな知識や技能を習得していく必要がある。現在、国レベルの研修会では、全国養護教諭研
究大会や健康教育の指導者を養成する研修などを実施している。各都道府県においては、地方交付税措置
により養護教諭新規採用者研修会や養護教諭 10 年経験者研修会が行われているが、子どもの心身の健康
課題の多様化や養護教諭の役割の拡大に対応した、より体系的な研修を進めるに当たり、研修日数が少な
く不十分な状況にあるといえる。そのため、国が研修内容のプログラム開発を行い、実践的な研修内容を
示すなど、地方公共団体における研修体制の充実を推進する方策について検討する必要がある。また、教
育公務員特例法上の初任者研修を養護教諭も対象とすることについては、・（略）・・引き続き検討してい
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くことが求められる。」とし、養護教諭の研修の充実を図る必要性について述べている。
また、中教審答申（H20.1）でいう養護教諭の役割を果たせるようにするためには、現職研修の充実が
必要である。

４　養護教諭研修の現状と課題
（１）新規採用養護教諭研修の現状と課題

新任の時期は、教職としての自覚を高めるとともに、自立して学校保健活動を展開していく素地を
つくる上で極めて大切な時期であり、この時期に、計画的、組織的な現職研修を実施し、実践力の向
上や教員としての倫理観、使命感を養うことが必要である。
先に述べたように、各都道府県においては、地方交付税措置により新規採用養護教諭研修や養護教
諭 10 年経験者研修が行われている。各都道府県における研修日数は、校内研修・校外研修を併せて、
新規採用養護教諭研修は概ね 26 日～ 28 日が多く、10 年経験者研修は 15 日前後が多い現状である。こ
のため、子どもの心身の健康課題の多様化や養護教諭の役割の拡大に対応した、より体系的な研修を
進めるに当たり、研修日数が少なく不十分な状況にある。
養護教諭の研修については、教育公務員特例法における初任者研修及び教職経験者研修に位置付け
られていないこともあり、研修日数は各都道府県一律ではなく差異が生じている。
また、養護教諭は一人配置校が多く、この場合新規採用養護教諭の不安や悩み等を相談できる先輩
の養護教諭が校内にいないことになる。また、養護教諭の専門に関することについては、管理職等が
指導助言することが難しい状況にある。このため、研修の内容については、指導教員（派遣指導員に
退職養護教諭を充てている都道府県が多い。）まかせになりやすい傾向にある。更に、指導教員の人材
確保が困難であったり、訪問日数も限られてしまったりする傾向にある。

（２）10年経験者研修の現状と課題

10 年経過すると基本的な職務は一通りこなせるようになり、指導的役割を期待されるようになる時
期であるが、マンネリ化しやすい時期でもある。このため、養護教諭の自己の課題を明らかにして、
主体的に学んでいくことが必要である。しかし、10 年経験者としてより専門性の高い研修にする必要
性があるにもかかわらず、養護教諭の専門研修（課題研究）については校内に指導者がいないため、
研修の充実を図ることが困難な状況が見られる。
また、校外研修（教育センター等）においても、限られた研修日数の中で、教諭との共通研修のほかに、
養護教諭の専門研修の時間を確保することが難しい状況にある。
10 年経験者研修については、養護教諭個々の専門性の向上や得意分野を伸ばすなど、養護教諭のニー
ズに応じたものとなるよう、実情に応じて上記の課題に対応できる研修内容や実施方法について検討
する必要がある。

５　養護教諭研修プログラム作成に当たっての基本方針
児童生徒の心身の健康課題の多様化・深刻化に伴い、その解決に向けて学校・家庭及び地域の関係機関
等との連携の下に健康つくりを推進していかなければならない。この状況において、養護教諭が学校保健
活動全体に効果的な役割を発揮するためには、中教審答申（H20.1）等において求められている養護教諭
の役割が果たせる力量を身に付けていく必要がある。
このためには、養護教諭の役割について理解を深めることが大切であるとともに、中教審答申（H20.1）
や学習指導要領の改訂に当たって基本的な考え方の一つとして挙げられている世界保健機関（以下「ＷＨ
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Ｏ」という。）が提唱しているヘルスプロモーションの視点に立ち、学校、家庭及び地域社会が一体となっ
て、児童生徒の発育・発達や実態に応じた健康教育を行い、地域に根ざした健康な学校づくり

＊1
ができる実

践力や指導力を育成することが必要である。
このような基本的な考え方に基づき、養護教諭研修プログラムの作成に当たっての基本方針を次のとお
りとする。
①　倫理観・使命感の醸成
教員としての倫理観・使命感を養う。

②　新規採用養護教諭研修と 10年経験者研修の目的の明確化

新規採用者には、養護教諭の職務の基本的事項を適切に実践できるようにする。10 年経験者には、
養護教諭個々の能力に応じた応用・発展的な事項を研修課題とし、専門性や実践的指導力の向上を図る。
③　基本的な研修内容の呈示

養護教諭の職務として中教審答申（H20.1）に挙げられている保健管理、保健教育、健康相談
＊2
、保健

室経営及び保健組織活動の分野において、求められている養護教諭の役割に対応した研修内容の呈示
を行う。
④　研修日数に対する考え方

研修日数の呈示については、各都道府県の実情により一律ではないことから現段階で示すのは困難
であると考える。このため、必要と思われる研修内容・時間については制限を設けずに示し、各都道
府県の実情に応じて実施してもらうという基本的な考え方のもとに研修内容を示すこととする。
⑤　事例の掲載

全国各地（都道府県教育委員会・教育センター等）で実施されている新規採用養護教諭研修及び 10
年経験者研修の事例を参考に作成し、活用しやすい実践的な資料とする。

６　新規採用養護教諭研修・10年経験者研修の目的及び方針
（１）新規採用養護教諭研修

①　目的
養護教諭の職務（保健管理、保健教育、健康相談、保健室経営及び保健組織活動）の基本的事項について、
地域や学校の実態に応じた実践ができるようにするとともに、教員としての倫理観や使命感を養う。
②　方針
ア　新規採用者研修で扱う研修内容は、養護教諭の職務の基本的な事項を取り扱うものとする。
イ　実践的な研修を中心とする。
ウ　校外研修は演習や協議などを主体とした研修、校内研修は校外研修で学んだことを実践化するこ
とに主眼を置く。

（２）10年経験者研修

①　目的
養護教諭個々の能力や適性に応じて、専門性や実践的指導力の向上を図るとともに教員としての倫理
観や使命感の向上を図る。
②　方針
ア　学校、家庭及び地域社会が連携して学校保健活動を推進していく上で、中核的な役割が果たせる
ように次の事項に留意する。

（ア）　WHOヘルスプロモーション
＊3
の考え方に基づく、健康な学校づくり（ヘルスプロモーティン

グスクール）について、理解を深めるとともに、学校、家庭及び地域社会が連携した効果的な
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取組ができる力を養う。
（イ）　コーディネート、マネジメント、プレゼンテーション及びコミュニケーション力等の向上を

図る。
（ウ）　学校保健にかかわる計画・実施・評価・改善が適切に実施できるようにする。

上記①の具体的な方策として、演習や協議を中心とした校外研修を行うとともに、校内研修
では、養護教諭の能力・適性等の評価に基づく自己課題を明確にした上で、個々の課題研究に
取り組むことによって、専門性や実践的指導力の向上を図る。

＊ 1　健康な学校づくり（ヘルスプロモーティングスクール）：校長のリーダーシップの下、日ごろから
運営上の方針や原則について検討し、教職員の役割分担を明確にして体制を整備しつつ、学校、
家庭、地域の連携の下に健康教育に積極的に取り組む学校。

＊ 2　養護教諭の行う健康相談については、従来、学校医及び学校歯科医が行う健康相談と区別して健
康相談活動という名称で使われてきたが、平成 20 年６月 18 日に公布された「学校保健法等の一
部を改正する法律（平成 20 年法律第 73 号）」の施行通知において、「健康相談についても、児童
生徒等の多様な健康課題に組織的に対応する観点から、特定の教職員に限らず、養護教諭、学校医、
学校歯科医、学校薬剤師、担任教諭など関係職員による積極的な参画が求められるものである。」

とされたことから、法律等に準拠して健康相談と標記している。

＊ 3　	ＷＨＯヘルスプロモーション：WHOオタワ憲章（1986年）において、「人々が自らの健康とその… ＷＨＯヘルスプロモーション：WHOオタワ憲章（1986 年）において、「人々が自らの健康とその
決定要因（2005 年バンコク憲章で追加修正）をコントロールし、改善することができるようにす
るプロセスである」とされた。
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第２章　養護教諭研修

１　体系的な教員研修の整備
教員は、その職責を遂行するために、絶えず研修に努めなくてはならない。都道府県・指定都市・中核
市教育委員会は、初任者研修をはじめ各種研修の体系的な整備に努め、研修を実施している。
また、国において実施すべき研修については、独立行政法人教員研修センターにおいて、各地域で中心的・
指導的役割を担う教職員を養成するため、「校長・教頭等に対する学校管理職研修」や、「喫緊の重要課題
について、地方公共団体が行う研修の講師となる者を育成するための研修」等を実施するとともに、都道
府県等が行う研修事業に対する支援が行われている。
学校教育の充実には、その直接の担い手である教員の資質能力に負うところが極めて大きいといえる。
特に、これからの教員には、変化の激しい時代にあって、児童生徒に「確かな学力」、「豊かな心」、「健や
かな体」などの生きる力を育成する教育が求められており、そのためには、教員の資質能力の向上がます
ます重要となっている。
児童生徒の心身の健康課題は、いじめ、不登校、児童虐待などのメンタルヘルスの課題、アレルギー疾
患の増加など多様化しており、これらの現代的な健康課題の解決に向けて、学校保健活動の推進に当たっ
て中核的な役割を果たしている養護教諭への期待は、ますます高まっているところである。
このような状況の中、求められている養護教諭の役割を果たしていくためには、養成、採用、研修の各
段階を通じて資質能力の向上を図っていく必要がある。このためには、これらの各段階を通じた関連施策
の一体的な推進が必要であり、体系的な研修の充実が求められているところである。

２　教員研修の実施体系（養護教諭関係）
現在、行われている養護教諭にかかわる研修実施体系を、国・都道府県・市町村別に見るとおおよそ次
のとおりである。
（１）国レベルの研修

①　校長・教頭等の教職員に対する学校管理職研修
平成 12 年の学校教育法施行規則の一部改正により、養護教諭の管理職登用の道が開けた。
②　喫緊の重要課題研修
各地域における健康教育の指導者を養成するため、独立行政法人教員研修センターにおいて、養護教
諭や教諭等を対象とした研修が実施されている。
③　文部科学省等が主催している学校保健の推進を図るための研修
全国養護教諭研究大会、全国学校保健研究大会等を各都道府県の持ち回りで実施しており、各地域に
おける学校保健関係者の資質の向上を図っている。

（２）都道府県教育委員会が実施する研修

①　新規採用養護教諭研修、10 年経験者研修等
初任者研修は、平成元年から新規に採用された教員に対して、実践的指導力と使命感を養うため、実
施されているところであり、また、10 年経験者研修は、平成 15 年から指導力の向上や得意分野を伸ば
すなどのことをねらいとして、個々の教員の能力、適性等に応じた研修が実施されているところである
（根拠法：教育公務員特例法第 23 条、第 24 条）。養護教諭については、対象外となっているが、中教審
答申（H20.1）においても、「教育公務員特例法上の初任者研修を養護教諭も対象とすることについては、
今後も引き続き検討していく必要がある。」と提言されているところである。新規採用養護教諭研修及
び 10 年経験者研修については、その必要性にかんがみ、地方交付税措置がなされ、各都道府県におい
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て実施されている。
②　職能に応じた研修（養護教諭研修、保健主事研修等）
③　長期派遣研修（教育センターなどの研究機関、大学、大学院及び企業等）
○大学院修学休業制度（対象：教諭、養護教諭、栄養教諭及び講師）
大学院修学休業制度は、公立学校の教員が、毎日の教職経験を通じて培った課題意識などをもと
に休業して、国内や海外の大学で学び、専修免許状を取得することを可能とする制度であり、平成
13 年度から全国の都道府県及び、指定都市で実施されている。

④　教員免許更新制に伴う研修（平成 21 年 4 月から実施）
○教員免許更新制度
教員免許更新制度は、その時々で教員として必要な資質能力が保持されるよう、定期的に最新の
知識技能の習得を図り、教員が自信と誇りを持って社会の尊敬と信頼を得ることを目指すことを目
的とする。免許状の有効期間を、所用の資格を得てから 10 年とし、終了期限までに更新講習を終
了する。

（３）市町村教育委員会、学校及び個人の研修

①　市町村教育委員会が実施する研修（養護教諭研修、保健主事研修、学校保健研究大会等）
②　校内研修
③　自己研修　等
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＜教員研修の実施体系図（養護教諭関係）＞
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３　養護教諭研修プログラムと構成
養護教諭研修プログラムを構成するに当たっては、次の基本方針（第１章 5・6 を参照）に沿って構成
することとした。
①　倫理観・使命感の醸成
教員としての倫理観・使命感を養う。

②　新規採用養護教諭研修と 10 年経験者研修の目的の明確化
新規採用者には、養護教諭の職務の基本的事項を適切に実践できるようにする。10 年経験者には、養
護教諭個々の能力に応じた応用・発展的な事項を研修課題とし、専門性や実践的指導力の向上を図る。
③　基本的な研修内容の呈示
養護教諭の職務として中教審答申（H20.1）に挙げられている保健管理、保健教育、健康相談、保健
室経営及び保健組織活動の分野において、求められている養護教諭の役割に対応した研修内容の呈示を
行う。
④　研修日数に対する考え方
研修日数の呈示については、各都道府県の実情により一律ではないことから現段階で示すのは困難で
あると考える。このため、必要と思われる研修内容・時間については制限を設けずに示し、各都道府県
の実情に応じて実施してもらうという基本的な考え方のもとに研修内容を示すこととする。
⑤事例の掲載
全国各地（都道府県教育委員会・教育センター等）で実施されている新規採用養護教諭研修及び 10
年経験者研修の事例を参考に作成し、活用しやすい実践的な資料とする。
以下、新規採用養護教諭研修と 10 年経験者研修に分けて具体的に解説する。

４　新規採用養護教諭研修
新規採用養護教諭は、採用当初から、大学の養成課程で取得した基礎的、理論的内容と実践的指導力の
基礎等を前提として、救急処置、健康相談、保健指導及び保健室経営等に著しい支障が生じることなく実
践できる資質能力が必要であり、さらに生徒指導等教育一般について一通りの職務遂行能力を養うことが
必要である。
実施に当たっては、養護教諭の職務遂行に必要な事項を一般研修及び専門研修に位置付けて実施する。
校内研修における養護教諭の専門領域の指導者の確保に当たっては、退職養護教諭の豊かな経験や知見を
活用するため、退職養護教諭を派遣指導員としている教育委員会が多い。また、指導的立場にある現職養
護教諭が指導員となり、近隣の新規採用養護教諭の指導に当たる体制を取っている教育委員会もある。養
護教諭は一人配置校が多いため、地域で新規採用養護教諭を育てていく支援体制づくりが望まれる。
（１）研修の目的・方針

①　目的
養護教諭の職務の基本的事項について、地域や学校の実態に応じた実践ができるとともに、教員とし
ての倫理観や使命感を養う。
②　方針
ア　新規採用養護教諭研修で扱う研修内容は、養護教諭の職務の基本的な事項を取り扱うものとする。
イ　実践的な研修を中心とする。
ウ　校外研修は演習や協議を主体とした研修、校内研修は校外研修で学んだことを実践化することに
主眼を置く。
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（２）研修の進め方（例）

①　教育委員会（都道府県・指定都市・中核市）は、年間研修計画を作成する。
②　年間研修計画においては、校内における指導教員を中心とする指導助言による研修、校外における
研修及び宿泊研修の項目並びに時期その他必要な事項を定める。
③　校長は、都道府県教育委員会が作成する年間研修計画に基づき、地域の実情等に配慮して、校内研
修計画を作成し、都道府県教育委員会へ提出する。
○校長は、派遣指導員（養護教諭等）の参画を得て当該学校における校内研修計画を作成する。そ
の際、校外研修で学んだことを自校で実践できるように工夫する。校内外における研修内容に重
複等が生ずることがないよう、相互に調整を図り、実施するよう配慮する。
○校内研修の指導員は、派遣指導員、校長、教務主任、生徒指導主事、保健主事及び教育相談主任
等が考えられる。
○教育委員会は、新規採用者研修実施校に対して指導主事等による学校訪問を行い、実施状況の把
握と必要な指導助言を行う。　

④　研修終了後、校長は、校内研修指導報告書を作成し、教育委員会へ報告する。
（３）年間研修項目例（小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校）

基礎的素養、保健管理、保健教育、健康相談、保健室経営及び保健組織活動の各分野において、新
規採用養護教諭が身に付けておかなければならない基本的事項を研修内容として示した。なお、基礎
的素養の研修内容は、初任者研修目標・内容例（小・中学校）として、文部科学省初等中等教育局教
職員課が例示している内容である。
なお、年間研修項目例では、学校保健計画については、すべての分野にかかわることであり、教諭
等においても身に付けておかなければならない事項であることから、本委員会では基礎的素養に位置
付けた。また、校外研修項目を○印、校内研修項目を・印、特別支援教育に関する研修項目を☆印で
示してある。

○
年
間
研
修
項
目
例
一
覧
表
(小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
及
び
特
別
支
援
学
校
）

○
印
は
校
外
研
修
項
目
　
　
・
印
は
校
内
研
修
項
目
　
　
☆
印
は
特
別
支
援
教
育
に
関
す
る
研
修
項
目

１
公
教
育
の
役
割
と
諸
課
題
の
解
決

に
向
け
た
取
組

２
学
習
指
導
要
領
と
教
育
課
題
の
編

成
・
実
施
並
び
に
評
価

３
学
校
教
育
目
標
の
具
現
化
に
向
け

た
取
組

４
教
員
の
勤
務
と
公
務
員
と
し
て
の

在
り
方

５
学
校
の
組
織
運
営

６
教
員
研
修
と
教
員
と
し
て
の
生
き

方
在
り
方

７
教
育
課
題
の
解
決
に
向
け
た
取
組

○
学
校
保
健
安
全
に
関
す
る
指
導

○
学
校
保
健
計
画
の
作
成
方
法

８
特
別
支
援
教
育
の
制
度
と
具
体
的

な
取
組

９
教
育
機
関
や
企
業
等
に
お
け
る
体

験
を
通
し
た
研
修

10
研
修
の
総
括

１
健
康
観
察
、
健
康
に
関
す
る
調
査

○
健
康
観
察
の
効
果
的
な
進
め
方
・
保
健

情
報
の
管
理
と
活
用
方
法

２
疾
病
予
防
と
管
理

○
疾
病
管
理
の
内
容
と
留
意
点

○
感
染
症
の
予
防
と
対
応

☆
医
療
的
ケ
ア
の
現
状

・
学
校
内
及
び
関
係
機
関
と
の
連
携

３
健
康
診
断

○
健
康
診
断
の
意
義
と
位
置
付
け

○
健
康
診
断
結
果
の
活
用

○
健
康
診
断
に
伴
う
保
健
調
査

・
健
康
診
断
の
計
画
、
実
施
、
事
後
措
置
、
　

評
価

４
救
急
処
置
と
救
急
体
制

○
救
急
処
置
の
医
学
的
知
識
と
技
術

○
学
校
に
お
け
る
事
件
事
故

・
災
害
発
生
時
の
対
応

・
救
急
処
置
の
充
実

５
学
校
環
境
衛
生

・
学
校
薬
剤
師
と
の
連
携

・
日
常
的
な
点
検
へ
の
参
画
と
実
施

１
保
健
教
育

○
保
健
教
育
の
内
容

○
保
健
教
育
に
お
け
る
養
護
教
諭
の
役
割

○
学
習
指
導
要
領
に
つ
い
て

２
保
健
指
導

○
特
別
活
動
に
お
け
る
指
導

○
個
別
の
保
健
指
導

・
学
級
担
任
等
と
の
連
携

３
体
育
科
、
保
健
体
育
科

○
保
健
学
習
の
進
め
方
と
評
価

・
保
健
学
習
指
導
案
の
作
成
及
び
評
価
の

方
法

・
学
習
資
料
の
作
成
と
工
夫

・
学
級
担
任
及
び
保
健
体
育
科
教
諭
と
の

連
携

４
総
合
的
な
学
習
の
時
間

○
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
趣
旨
及
び
指

導
の
ね
ら
い

○
養
護
教
諭
の
役
割

５
道
徳

○
道
徳
と
保
健
教
育
と
の
関
連

６
啓
発
活
動

○
効
果
的
な
啓
発
教
材
の
作
成
等

・
保
健
だ
よ
り
、
掲
示
物
等
の
作
成

・
保
健
放
送
等

１
心
身
の
健
康
課
題
へ
の
対
応

○
心
身
の
発
育
・
発
達
段
階
に
お
け
る
健

康
課
題
の
理
解

○
疾
患
（
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
、
骨
折
な
ど

の
け
が
等
を
含
む
）
の
理
解

○
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
、
学
校
薬
剤
師

等
の
専
門
家
と
の
連
携

２
健
康
相
談
の
基
本
的
な
プ
ロ
セ
ス

○
基
本
的
な
プ
ロ
セ
ス

○
各
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
対
応
の
留
意
点

○
記
録
の
目
的
・
方
法
及
び
事
例
検
討
会

の
在
り
方

・
支
援
計
画
の
作
成
、
実
施
、
評
価

・
校
内
の
相
談
組
織
と
の
連
携

・
保
護
者
及
び
関
係
機
関
等
と
の
連
携

☆
発
達
障
害
等
の
児
童
生
徒
の
障
害
及
び

行
動
等
の
特
性
の
理
解

３
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
へ
の
対
応

○
学
校
に
お
け
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
活

用
○
校
内
及
び
医
療
機
関
等
と
の
連
携

○
保
護
者
と
の
連
携

１
学
校
経
営
と
保
健
室
経
営

○
学
校
経
営
と
保
健
室
経
営

○
保
健
室
経
営
の
重
要
性

○
保
健
室
経
営
計
画
の
必
要
性

○
養
護
教
諭
の
職
務
と
保
健
室
経
営

２
保
健
室
経
営
計
画
の
作
成

○
保
健
室
経
営
計
画
作
成
に
当
た
っ
て
の

基
本
的
な
考
え
方

○
保
健
室
経
営
計
画
の
作
成
方
法
（
内

容
、
評
価
方
法
、
作
成
上
の
留
意
点

等
）

・
保
健
室
経
営
計
画
の
作
成
方
法

・
保
健
室
経
営
計
画
の
実
施
と
評
価

・
児
童
生
徒
、
教
職
員
、
保
護
者
、
関
係

機
関
等
と
の
連
携

1
保
健
組
織
活
動

○
保
健
組
織
活
動
の
意
義

○
学
校
内
外
の
連
携
体
制
づ
く
り

○
教
職
員
の
保
健
組
織
活
動

・
PT
A
の
保
健
組
織
活
動

・
家
庭
や
地
域
の
関
係
機
関
等
と
の
連
携

２
学
校
保
健
委
員
会

○
学
校
保
健
委
員
会
の
意
義

○
学
校
保
健
委
員
会
の
企
画
と
運
営

○
学
校
保
健
委
員
会
の
事
後
措
置

○
養
護
教
諭
の
役
割

３
児
童
生
徒
委
員
会
活
動

・
児
童
生
徒
保
健
委
員
会
活
動
の
指
導
と

工
夫

新
規
採
用
養
護
教
諭
研
修
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○
年
間
研
修
項
目
例
一
覧
表
(小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
及
び
特
別
支
援
学
校
）

○
印
は
校
外
研
修
項
目
　
　
・
印
は
校
内
研
修
項
目
　
　
☆
印
は
特
別
支
援
教
育
に
関
す
る
研
修
項
目

１
公
教
育
の
役
割
と
諸
課
題
の
解
決

に
向
け
た
取
組

２
学
習
指
導
要
領
と
教
育
課
題
の
編

成
・
実
施
並
び
に
評
価

３
学
校
教
育
目
標
の
具
現
化
に
向
け

た
取
組

４
教
員
の
勤
務
と
公
務
員
と
し
て
の

在
り
方

５
学
校
の
組
織
運
営

６
教
員
研
修
と
教
員
と
し
て
の
生
き

方
在
り
方

７
教
育
課
題
の
解
決
に
向
け
た
取
組

○
学
校
保
健
安
全
に
関
す
る
指
導

○
学
校
保
健
計
画
の
作
成
方
法

８
特
別
支
援
教
育
の
制
度
と
具
体
的

な
取
組

９
教
育
機
関
や
企
業
等
に
お
け
る
体

験
を
通
し
た
研
修

10
研
修
の
総
括

１
健
康
観
察
、
健
康
に
関
す
る
調
査

○
健
康
観
察
の
効
果
的
な
進
め
方
・
保
健

情
報
の
管
理
と
活
用
方
法

２
疾
病
予
防
と
管
理

○
疾
病
管
理
の
内
容
と
留
意
点

○
感
染
症
の
予
防
と
対
応

☆
医
療
的
ケ
ア
の
現
状

・
学
校
内
及
び
関
係
機
関
と
の
連
携

３
健
康
診
断

○
健
康
診
断
の
意
義
と
位
置
付
け

○
健
康
診
断
結
果
の
活
用

○
健
康
診
断
に
伴
う
保
健
調
査

・
健
康
診
断
の
計
画
、
実
施
、
事
後
措
置
、
　

評
価

４
救
急
処
置
と
救
急
体
制

○
救
急
処
置
の
医
学
的
知
識
と
技
術

○
学
校
に
お
け
る
事
件
事
故

・
災
害
発
生
時
の
対
応

・
救
急
処
置
の
充
実

５
学
校
環
境
衛
生

・
学
校
薬
剤
師
と
の
連
携

・
日
常
的
な
点
検
へ
の
参
画
と
実
施

１
保
健
教
育

○
保
健
教
育
の
内
容

○
保
健
教
育
に
お
け
る
養
護
教
諭
の
役
割

○
学
習
指
導
要
領
に
つ
い
て

２
保
健
指
導

○
特
別
活
動
に
お
け
る
指
導

○
個
別
の
保
健
指
導

・
学
級
担
任
等
と
の
連
携

３
体
育
科
、
保
健
体
育
科

○
保
健
学
習
の
進
め
方
と
評
価

・
保
健
学
習
指
導
案
の
作
成
及
び
評
価
の

方
法

・
学
習
資
料
の
作
成
と
工
夫

・
学
級
担
任
及
び
保
健
体
育
科
教
諭
と
の

連
携

４
総
合
的
な
学
習
の
時
間

○
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
趣
旨
及
び
指

導
の
ね
ら
い

○
養
護
教
諭
の
役
割

５
道
徳

○
道
徳
と
保
健
教
育
と
の
関
連

６
啓
発
活
動

○
効
果
的
な
啓
発
教
材
の
作
成
等

・
保
健
だ
よ
り
、
掲
示
物
等
の
作
成

・
保
健
放
送
等

１
心
身
の
健
康
課
題
へ
の
対
応

○
心
身
の
発
育
・
発
達
段
階
に
お
け
る
健

康
課
題
の
理
解

○
疾
患
（
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
、
骨
折
な
ど

の
け
が
等
を
含
む
）
の
理
解

○
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
、
学
校
薬
剤
師

等
の
専
門
家
と
の
連
携

２
健
康
相
談
の
基
本
的
な
プ
ロ
セ
ス

○
基
本
的
な
プ
ロ
セ
ス

○
各
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
対
応
の
留
意
点

○
記
録
の
目
的
・
方
法
及
び
事
例
検
討
会

の
在
り
方

・
支
援
計
画
の
作
成
、
実
施
、
評
価

・
校
内
の
相
談
組
織
と
の
連
携

・
保
護
者
及
び
関
係
機
関
等
と
の
連
携

☆
発
達
障
害
等
の
児
童
生
徒
の
障
害
及
び

行
動
等
の
特
性
の
理
解

３
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
へ
の
対
応

○
学
校
に
お
け
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の
活

用
○
校
内
及
び
医
療
機
関
等
と
の
連
携

○
保
護
者
と
の
連
携

１
学
校
経
営
と
保
健
室
経
営

○
学
校
経
営
と
保
健
室
経
営

○
保
健
室
経
営
の
重
要
性

○
保
健
室
経
営
計
画
の
必
要
性

○
養
護
教
諭
の
職
務
と
保
健
室
経
営

２
保
健
室
経
営
計
画
の
作
成

○
保
健
室
経
営
計
画
作
成
に
当
た
っ
て
の

基
本
的
な
考
え
方

○
保
健
室
経
営
計
画
の
作
成
方
法
（
内

容
、
評
価
方
法
、
作
成
上
の
留
意
点

等
）

・
保
健
室
経
営
計
画
の
作
成
方
法

・
保
健
室
経
営
計
画
の
実
施
と
評
価

・
児
童
生
徒
、
教
職
員
、
保
護
者
、
関
係

機
関
等
と
の
連
携

1
保
健
組
織
活
動

○
保
健
組
織
活
動
の
意
義

○
学
校
内
外
の
連
携
体
制
づ
く
り

○
教
職
員
の
保
健
組
織
活
動

・
PT
A
の
保
健
組
織
活
動

・
家
庭
や
地
域
の
関
係
機
関
等
と
の
連
携

２
学
校
保
健
委
員
会

○
学
校
保
健
委
員
会
の
意
義

○
学
校
保
健
委
員
会
の
企
画
と
運
営

○
学
校
保
健
委
員
会
の
事
後
措
置

○
養
護
教
諭
の
役
割

３
児
童
生
徒
委
員
会
活
動

・
児
童
生
徒
保
健
委
員
会
活
動
の
指
導
と

工
夫

新
規
採
用
養
護
教
諭
研
修
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（４）研修項目別研修内容（例）

研修項目 研修方法 研修時間 研修の目標（身に付けたい資質・指導力）

新規採用養護教諭研修

○印は校外研修項目　　・印は校内研修項目　　☆印は特別支援教育に関する研修項目

研修内容

１～２１健康観察、健康
　に関する調査

○健康観察の効果的な進め方
・保健情報の管理と活用方法

①学級担任等と連携した健康観察により、感染症
や心の健康課題などの心身の変化について早期
発見、早期対応を図ることができる。
②健康観察の観察事項や観点について、教職員に
対して指導的な役割を果たすことができる。
③諸帳簿等の整備、保護及び管理を適切に行うこ
とができる。

講　　義
協　　議

２疾病予防と管理 ３～４

○疾病管理の内容と留意点
○感染症の予防と対応
☆医療的ケアの現状
・学校内及び関係機関との連携

①児童生徒の発達段階に応じてよく見られる疾病
や障害を理解した上で、児童生徒の健康課題を
把握し、その対応が適切に実施できる。
②感染症、食中毒等の予防を図ることができる。ま
た、発生時には、関係機関と連携しながら迅速な
対応を図ることができる。
☆特別支援教育における医療的ケアの現状につい
て、理解する。
③学校内及び医療機関等との連携を図ることがで
きる。

講　　義
協　　議
演　　習
☆見学

３健康診断 ２～３

○健康診断の意義と位置付け
○健康診断結果の活用
○健康診断に伴う保健調査
・健康診断の計画、実施、事
後措置及び評価

①健康診断の意義と位置付けを理解した上で、健
康診断（保健調査を含む）の計画、実施、事後
措置及び評価の各段階において、適切に実施す
ることができる。
②プライバシーに配慮した健康診断を実施するこ
とできる。
③健康診断の結果を疾病の管理や保健教育等へ活
用することができる。

講　　義
協　　議

２～３４救急処置と救急
　体制

○救急処置の医学的知識と技
術
○学校における事件事故・災
害発生時の対応
・救急処置の充実

①医療機関等への受診の有無を含めた的確な判断
の下に、救急処置ができる。
②学校における事件事故について理解し危機管理
マニュアルに基づき、発生時には適切で迅速な
対応ができる。
③救急処置に関する緊急時の対応について、教職
員に周知することができる。
④学校事故の事後措置の手順を理解するととも
に、再発防止の措置を取ることができる。

講　　義
協　　議
演　　習

５学校環境衛生 ２～３・学校薬剤師との連携
・日常的な点検への参画と実施

①日常的な点検及び環境衛生検査における養護教
諭の役割を理解し、学校薬剤師と連携を図るこ
とができる。
②環境衛生の日常的な点検への参画と実施ができ
る。

講　　義

研修項目別研修内容(例）では、各分野に示されている研修項目と整合性を図った上で、研修内容、研修方法、
研修時間、研修目標（身に付けたい資質・指導力）に分けて呈示し、研修のねらいの明確化を図った。

①　保健管理
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研修項目 研修方法 研修時間 研修の目標（身に付けたい資質・指導力）

新規採用養護教諭研修

○印は校外研修項目　　・印は校内研修項目

研修内容

１～２１保健教育

○保健教育の内容
○保健教育における養護教諭
の役割
○学習指導要領について

①保健教育には、「保健学習」と「保健指導」が
あることを理解し、保健教育における養護教諭
の役割を理解する。
②学習指導要領の第１章総則３、特別活動、体育
科、保健体育科、総合的な学習の時間及び道徳
の目標及び内容を理解する。

講　　義

２保健指導 ２～４
○特別活動における指導
○個別の保健指導
・学級担任等との連携

①学級（ホームルーム）活動、児童会・生徒会活
動及び学校行事における健康に関する指導につ
いて、評価の観点や評価方法を理解する。
②学級担任等と連携し、養護教諭の専門性を生か
した保健指導ができる。
③児童生徒の心身の健康状況を把握し、個に応じ
た指導・支援ができる。

講　　義
協　　議
演　　習

３体育科、保健体
　育科 ２～４

○保健学習の進め方と評価
・保健学習の指導案の作成及
び評価の方法
・学習資料の作成と工夫
・学級担任及び保健体育科教
諭との連携

①指導計画には、年間指導計画、単元計画及び単
位時間の計画（学習指導案）等があることを理
解する。
②保健学習の指導案（評価を含む）を作成するこ
とができる。
③多様な指導方法や教材の工夫により、学習効果
を高めることができることを理解するととも
に、教材を作成することができる。
④学級担任、保健体育科教諭とのティーム・
ティーチングの進め方を理解し、実施すること
ができる。

講　　義
協　　議
演　　習

１～２４総合的な学習の
　時間

○総合的な学習の時間の趣旨
及び指導のねらい
○養護教諭の役割

①総合的な学習の時間での健康に関する学習活
動、指導方法や指導体制等について理解する。
②総合的な学習の時間における養護教諭の役割を
理解する。

講　　義

５道徳 １～２○道徳と保健教育との関連
①学校における道徳教育は、学校の教育活動全体
を通じて行うこと、道徳と保健教育との関連を
図ることなどを理解する。

講　　義

６啓発活動 １～２
○効果的な啓発教材の作成等
・保健だより、掲示物等の作成
・保健放送等

①保健だより等の定期的な発行により、家庭や地
域との連携を深めることができる。
②効果的な保健だよりや掲示物等を作成し、評価
することができる。
③保健放送や校内における保健に関する掲示物等
により啓発活動をすることができる。

講　　義
協　　議

②　保健教育
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研修項目 研修方法 研修時間 研修の目標（身に付けたい資質・指導力）

新規採用養護教諭研修

○印は校外研修項目　　・印は校内研修項目　　☆印は特別支援教育研修項目

研修内容

２～３１心身の健康課題
　への対応

○心身の発達段階における
健康課題の理解　
○疾患（メンタルヘルス、
骨折などのけが等を含
む）の理解
○学校医、学校歯科医、学
校薬剤師等の専門家との
連携

①児童生徒の心身の発達段階の課題や現代的な健
康課題との関連を踏まえた、健康相談を実施す
ることができる。　　　　　　　　　　
②疾患（メンタルヘルス、骨折などのけが等を含
む）の理解を深め、健康相談に生かすことがで
きる。
（メンタルヘルスについては、カウンセリングで
解決できる場合と医療的支援を必要とする場合
があることを理解する。）
③学校医、学校歯科医、学校薬剤師等の専門家と
連携することができる。

講　　義
協　　議

２健康相談の基本
　的なプロセス

３～４

○基本的なプロセス
○各プロセスにおける対応
の留意点
○記録の目的・方法及び事
例検討会の在り方
・支援計画の作成、実施、
評価
・校内の相談組織との連携
・保護者及び関係機関等と
の連携
☆発達障害等の児童生徒の
障害及び行動等の特性の
理解

①健康相談の基本的なプロセスについて理解す
る。
②校内組織との連携（関係者による支援チームを
組む等）を図り、児童生徒に応じた相談、支援
方法を検討し、組織的に対応することができ
る。
③記録の目的・方法及び事例検討会の在り方につ
いて理解する。
④保護者と連携することができる。
☆学習障害（L D）、注意欠陥多動性障害
（ADHD）、自閉症等、特別な教育的支援が必
要な児童生徒の障害及び行動等の特性を理解す
る。

講　　義
演　　習

３メンタルヘルス
　への対応 ３～４

○学校におけるカウンセリ
ングの活用
○校内及び医療機関等との
連携
○保護者との連携

講　　義
演　　習

①カウンセリングの知識と技法を身に付け、健康
相談に生かすことができる。　　　　　　　　
②医療機関等との連携ができる。　　　　　　　
③保護者と連携することができる。

③　健康相談
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研修項目 研修方法 研修時間 研修の目標（身に付けたい資質・指導力）

新規採用養護教諭研修

○印は校外研修項目　　・印は校内研修項目

研修内容

２～３１学校経営と保健
　室経営

○学校経営と保健室経営　
○保健室経営の重要性　　
○保健室経営計画の必要性
○養護教諭の職務と保健室
経営

①学校保健センター的役割を果たしている保健室
経営の重要性及び保健室経営計画の必要性につ
いて理解する。　　　　　　　　　　　　　　
②保健室経営計画を作成し、教職員、保護者等へ
の周知を図り、協力を得て保健室経営に当たる
ことを理解する。　　　　　　　　　　　　　
③保健室経営計画を示すことにより、養護教諭の
職務や役割について、教職員、保護者等の理解
が深まり効果的な連携ができることを理解す
る。

講　　義
協　　議

２保健室経営計画
　の作成 ２～４

○保健室経営計画の作成に当
たっての基本的な考え方
○保健室経営計画の作成方
法（内容、評価方法、作
成上の留意点等）　　　
・保健室経営計画の作成方法
・保健室経営計画の実施と
評価
・児童生徒、教職員、保護
者、関係機関等との連携

①学校保健計画と保健室経営計画との違いなど、
保健室経営計画作成に当たっての基本的な考え
方を理解する。　　　　　　　　　　　　　　
②学校教育目標及び学校保健目標の具現化を図る
ため、その年度の重点目標と保健室経営計画と
の関連を明確にし、具体的な実施計画を作成す
ることができる。　　　             　　　　　　
③保健室経営計画について、職員会議等で説明す
るなど、教職員、保護者等に対して周知を図
り、協力を得ることができる。　　　　
④保健室経営の評価に当たっては、養護教諭によ
る自己評価を基本に、他者評価を取り入れ、次
年度の計画に生かすことができる。

講　　義
演　　習
協　　議

④　保健室経営
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研修項目 研修方法 研修時間 研修の目標（身に付けたい資質・指導力）

新規採用養護教諭研修

○印は校外研修項目　　・印は校内研修項目

研修内容

２～３１保健組織活動

○保健組織活動の意義
○学校内外の連携体制づくり
○教職員の保健組織活動
・ＰＴＡの保健組織活動
・家庭や地域の関係機関等
との連携

①保健組織活動の意義と学校保健に関する学校内
外の協力体制の重要性を理解することができ
る。　　　
②教職員の保健部（係）活動が機能できるように
支援することができる。
③ＰＴＡと連携した保健組織活動を推進すること
ができる。
④家庭や地域の関係機関等との効果的な連携の進
め方を理解する。

講　　義
協　　議

２学校保健委員会 ３～４

○学校保健委員会の意義　
○学校保健委員会の企画と
運営
○学校保健委員会の事後措置
○養護教諭の役割

①学校保健委員会の意義について理解する。　　
②学校保健委員会での議題の選び方、運営の手順
と工夫について理解する。　
③学校保健委員会で提案された事項について、報
告会や保健だより等により、全教職員、児童生
徒、保護者に周知し、実践化することができ
る。　　　
④保健主事と協力して学校保健委員会の企画・運
営に当たり、各校の健康課題の解決に向けた取
組を推進することができる。

講　　義
協　　議
（見　学）

３児童生徒委員会
　活動 ２～４・児童生徒保健委員会活動

の指導と工夫
①児童生徒の主体的な活動ができるように、指導
することができる。

講　　義
演　　習
実践発表

⑤　保健組織活動
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区 分

＜学校教育と養護教諭＞
①学校教育目標と学校保健

基 ・学校教育目標における学校保健の位置付け
礎 ②校務分掌について
的 ・学校教育目標を実現するための養護教諭の役割
素 ③公文書や各種報告書について
養 ・報告内容等の起案の仕方及び公印の取扱い

・文書の保存、管理の仕方
・公簿等の取扱い

④職員会議への提案の仕方

＜救急処置＞
①学校における救急処置
・救急処置及び緊急時の対応（演習）
・救急体制の充実
＜健康診断＞

専 ①健康診断の実施計画の立案、実施、事後措置及び評価（演習）
②保健情報の管理と活用方法
・保健調査 ・生活習慣に関する調査

保 ・健康診断の結果 ・心の健康に関する調査
・学校保健統計調査 ・地域の保健情報 等
＜健康観察、健康に関する調査＞

門 ①健康観察の効果的な進め方
②保健室利用状況の分析と評価

健 ＜疾病予防と管理＞
①疾病のある児童生徒への対応（演習）
・慢性疾患の管理
（心疾患、腎疾患、糖尿病、アレルギー疾患等）

研 ・感染症・食中毒の予防と発生時の対応
管 （インフルエンザ、麻しん、感染性胃腸炎等の予防と対策）

②障害のある児童生徒への支援
・発達障害への支援等

修 理
④保健室の備品の管理（演習）
⑤学校医や学校歯科医との連携の進め方

＜学校環境衛生＞
①日常的な点検への参画と適切な実施
②学校薬剤師との連携の進め方

（５）校内研修内容（例）
新規採用養護教諭研修

校長は、校内研修計画を作成するに当たって、次の校内研修内容（例）等を参考にして、派遣指導員
（養護教諭等）の協力を得て校内研修計画を作成する。

③独立行政法人日本スポーツ振興センターの災害共済給付に関する事務処理の仕方

研 修 内 容
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新規採用養護教諭研修

＜保健指導＞
①学級活動におけるティーム・ティーチングの授業の実際

保 ②学校行事における保健指導
③集団宿泊行事に伴う保健管理と保健指導
④個別の保健指導の実際

健 ⑤効果的な資料の作成（演習）
＜体育科、保健体育科における保健学習＞
①ティーム・ティーチングによる体育科、保健体育科における保健学習及び関連教科へ

教　　　の参画の仕方（演習）
＞徳道＜

専 ①道徳における生命尊重等の内容項目に関する指導への参画
育 ＜総合的な学習の時間における健康に関する指導＞

①総合的な学習の時間における健康に関する指導への参画の仕方
＜啓発活動＞
①保健だより、掲示物等の作成（演習）
②保健放送等（演習）

門 ＜学校経営と保健室経営＞
保 ①保健室経営の基本的な考え方
健 ＜保健室経営計画の作成＞
室 ①保健室経営計画の作成方法
経 ②保健室経営計画の実施と評価
営 ③児童生徒、教職員、保護者及び関係機関等との連携の進め方

④保健室の設備及び備品の管理の仕方
研 ⑤学校経営、学級（ホームルーム）経営との連携

＜心身の健康課題への対応＞
①心身の健康課題への対応に向けた養護教諭の役割
②学校医、学校歯科医、学校薬剤師等の専門家との連携

健 ＜健康相談の基本的なプロセス＞
康 ①健康相談の進め方(演習)

修 相 ②児童生徒の訴えの受け止め方・観察の仕方（演習）
談 ③記録の作成・活用の仕方（演習）

④支援計画の作成・実施・評価（演習）
⑤校内の相談組織との連携
⑥保護者への連絡や面談の仕方（演習）
⑦関係機関等との連携の進め方
⑧相談に適した保健室環境設定

保 ＜保健組織活動＞
健 ①保健組織活動の意義
組
織 ＜学校保健委員会＞
活 ①学校保健委員会の進め方と運営（演習）
動 ・実施に当たっての手順とポイント

・学校保健委員会における養護教諭の役割
＜児童生徒会活動＞
①児童生徒委員会活動の指導と工夫
＜家庭や地域の関係機関等との連携＞
①家庭、保健所、児童相談所等の福祉関係機関及び医療機関等との連携

・職員保健委員会、ＰＴＡ保健委員会
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新規採用養護教諭研修

（６）養護教諭研修における支援体制（例）
校内研修にける指導員（養護教諭の専門領域における指導者）を確保するために、経験豊かな退職養護教
諭等を活用し、指導員として派遣する養護教諭指導員制度を設けている教育委員会の例を次に紹介する。

○養護教諭指導員制度（例－１）

平成○○年度養護教諭指導員制度実施要領
○○県教育委員会

１　目　的
経験豊かで指導力のある養護教諭を指導員として委嘱し、養護教諭の職務に関する質疑や研修に対して指
導・助言を与え、養護教諭の資質の向上に寄与する。

２　指導員の職務
（１） ブロック内（旧教育事務所管内、県立学校）の養護教諭からの相談、質問及び研修の依頼に応じ、指導・

助言を行う。
（２） ブロック内の学校保健に関する調査研究及び研修に協力し、指導・助言を行う。  
（３） 依頼に応じて、新規採用養護教諭研修並びに 10 年経験養護教諭研修の指導・助言を行う。
（４） その他、○○県教育委員会の依頼する職務を遂行する。

３　指導員の配置、委嘱等
（１） 各教育委員会からの推薦を受けて、県教育委員会が別に定めるブロック別人数の指導員を委嘱する。              
（２） 推薦基準は、県教育委員会により別に定める。
（３） 委嘱期間は、○月○日から翌年 3月 31 日までとし、委嘱状を送付する。

４　その他
（１） ２に掲げる職務に必要な旅費は、実績に応じて別途令達する。
（２） 本職務に係る旅行は、出張扱いとする。
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新規採用養護教諭研修

○養護教諭指導員制度（例－２）

養護教諭指導員設置要綱
○○県教育委員会

養護教諭指導員設置要綱を次のように定め、平成○○年 4月 1日から施行する。

１　設置の趣旨
保健室経営、健康相談を中心とした専門的な知識・技術等、養護教諭の資質の向上を図るため、養護教諭
指導員を設置する。

２　任務
（１）市町村教育委員会の要請に応じて、同一管内の養護教諭に対し、保健室経営、救急処置、健康相談

等についての指導・助言を行う。
（２）新規採用教諭研修会等において、健康観察、疾病異常の発見、伝染病・食中毒の予防処置等に関す

る援助・指導を行う。
（３）各管内の保健主事、養護教諭と協力して、学校保健に関する情報の収集把握に努め、管内の各学校

に情報提供を行う。
（４）関係諸機関との連携を密にして、学校保健の維持・向上に努める。

３　配置
（１）養護教諭指導員は、養護に関する専門的な知識・技能を有する経験豊富な養護教諭をもって充てる。
（２）当分の間、○○教育事務所管内に１名、○○教育事務所管内に２名、○○教育事務所管内に 2名及

び○○教育事務所管内に 1名の養護教諭指導員を配置する。
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５　10年経験者研修
養護教諭として経験を積んだ時期であり、学校保健に関して校内や地域において指導的役割が期待され
る時期であることから、より一層専門性を高めるとともに幅広い教養を身に付け、学校保健活動の中核的
な役割が果たせるよう力量の向上を図ることが必要である。
（１）研修の目的・方針

①　目的　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
養護教諭個々の能力や適性に応じて、専門性や実践的指導力の向上を図るとともに教員としての倫理
観や使命感の向上を図る。
②　方針
ア　学校、家庭及び地域社会が連携して学校保健活動を推進していく上で、中核的な役割が果たせる
ように次の事項に留意する。

（ア）WHOヘルスプロモーションの考え方に基づく、健康な学校づくり（ヘルスプロモーティング
スクール）について理解を深めるとともに、学校、家庭及び地域社会と連携した効果的な取組
ができる力を養う。

（イ）コーディネート、マネジメント、プレゼンテーション、コミュニケーション力等の向上を図る。
（ウ）学校保健にかかわる計画・実施・評価・改善が適切に実施できるようにする。
イ  上記①の具体的な方策として、演習や協議を中心とした校外研修を行うとともに校内研修では、
養護教諭の能力・適性等の評価に基づく自己課題を明確にした上で、個々の課題研究に取り組む
ことによって、専門性や実践的指導力の向上を図る。

（２）研修の進め方（例）

①　能力・適性等の評価・研修計画の作成
○教育委員会（都道府県、指定都市、中核市）は、評価基準を作成する。
○校長は、研修の実施に当たり、事前に研修対象の養護教諭の能力、適性等を評価し、研修計画書
を作成する。
この際、養護教諭に自己評価や意見・希望等を聴取し、参考とする。養護教諭に自らの課題や適性、
得意分野等を再認識させ、研修意欲を喚起するとともに、研修内容をより適切なものとする。

②　研修の実施
○校外研修は、夏季・冬季の長期休業期間等に、教育センター等において実施し、課業期間中は、
長期休業期間中の研修において修得した知識や技術等を基に、校内において自己課題研究を進め
る。

③　研修成果
○校長は、養護教諭の職務遂行状況等をもとに評価を行い、その結果等を教育委員会に報告する。
○教育委員会は、評価結果を研修対象者の今後の指導や研修に活用していく。　
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能力・適性等の評価・研修計画書の作成

休業期間中における研修の実施（教育センター等）

共通研修 ○職務内容、情報提供、学校運営等に関する基礎・基本的な研修

専門研修 ○保健管理、保健教育、健康相談、保健室経営及び保健組織活動等に関する研修
○講義、演習、研究協議及び実践発表等

講師：指導主事、指導的立場の養護教諭、経験豊かな養護教諭及び学識経験者等

課業期間中における研修の実施（主として校内）

○学校内において保健教育に関する研究授業等を通じた研修を実施する。
（校長、教頭及び教務主任等が授業を観察・評価し、指導助言を行う。）

○児童生徒の心身の健康つくりに関する課題研究
(養護教諭が自己研究課題を設定し研究を行い、年度末にまとめて発表する。指導主事、経験豊か

な養護教諭（指導員）、教諭及び校長等が指導助言を行う ）

（注）可能かつ適切な場合には、大学や民間組織における講座等を受講させることも可能

研 修 成 果 の 評 価

○教育委員会は、評価結果を研修対象者の今後の指導や研修に活用していく

○教育委員会（都道府県、指定都市、中核市）は評価基準を作成する。
○校長は、養護教諭の職務遂行状況（保健管理、保健教育、健康相談、保健室経営及び保健組織活
動等）等を観察・評価する。教頭、教務主任及び指導主事等の協力を得て実施する。
（Ｐ２３養護教諭研修の評価基準（例）参照）
○校長は、評価案及び個々の能力や適性等に応じた研修計画書（案）を作成し、教育委員会に提出
する（作成に当たり、養護教諭から自己評価や研修への意見・希望を聴取する。）。
○教育委員会は、校長から提出された評価（案）及び研修計画書案を調整し、決定する。

○校長は、養護教諭の自己課題研究、保健管理、保健教育、健康相談、保健室経営及び保健組織活
動等の職務遂行状況等を観察・評価し、その結果等を教育委員会に報告する。
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項目

☆印は特別支援教育に関する評価項目

③保健室の環境整備に努めている。

②保健室が、学校保健活動のセンター的役割を果たしている。

①職員の保健部（係）組織が機能しているとともに、指導的役割を果たしている。

①職務上必要な研修を積極的に受けるなど、自己研さんに努めている。

（３）養護教諭研修の評価基準（例）

評　価　項　目

③健康に関する個人情報の管理を適切に行っている。

  教育委員会は、養護教諭研修の評価基準を作成する。校長は、校内研修計画を作成するに当た
り、養護教諭研修の評価基準を参考にして、事前に養護教諭の能力・適性等の評価を行う。

保健室経営

基礎的素養

保健組織活動

保健管理

保健教育

健康相談
③いじめや虐待等の早期発見・早期対応に努めている。

①児童生徒の心身の健康管理を行うに当たり、学校内外においてコーディネーターの役割を果たし
ている。

⑤必要に応じて地域の医療機関等と連携して、救急処置、健康相談、保健指導を行っている。

☆障害のある児童生徒の現状について理解するとともに、医療的ケアについての正しい知識を身に
付け、適切な支援に努めている。

①特別活動（学級（ホームルーム）活動、児童生徒会活動及び学校行事）、総合的な学習の時間及
び道徳等における保健に関する指導計画の策定に参画している。

②学級（ホームルーム）活動、体育科、保健体育科、総合的な学習の時間及び道徳等における保健教育の
実施（ティーム・ティーチング等）や資料提供など、学級担任・保健体育科教諭等と連携して行っている。

③保健情報の収集に努めるとともに、保健だよりなどの啓発活動を通じて、学校保健活動に理解や
協力が得られるよう、家庭や地域に情報発信している。

①学校内（学校医等を含む）の関係者及び地域の関係機関等と連携を図った、健康相談を組織的に
推進している。

②学校内における事例検討会を積極的に開催するなど、心身の健康課題の解決に向けて指導的役割
を果たしている。

☆発達障害等の児童生徒の障害及び行動等の特性について理解を深めるとともに、学校内外の連絡
調整に努め、組織体制の構築に努めている。

①保健室経営計画を策定し、教職員、保護者等への周知を図るとともに、実施、評価、改善を行
い、効果的に保健室経営ができるように努めている。

⑤教職員へ健康に関する校内研修を計画的に実施できるように働きかけるなど、教職員相互の共通
理解を図り、学校保健活動が組織的に取り組めるように努めている。

②地方公務員法や教育公務員特例法等の目的や意義を理解し、教育公務員として守秘義務や行動規
範等を身に付けている。

③勤務校の実情や地域の実態を調べ、自らの使命を再検討し、教員としての在り方を明確化でき
る。

②健康観察や健康診断（保健調査を含む）等を円滑に実施し、児童生徒の健康に関する情報を総合
的に評価し課題の把握をするとともに、課題解決を図るための取組を積極的に行っている。

④日常の救急処置を的確に実施しているとともに、学校における事件事故・災害等に備えた予防的
措置や健康に関する危機管理について、組織的な対応が図れるように指導的な役割を果たしてい
る。

⑥学校薬剤師と連携し、教職員による学校環境衛生の日常的な点検への協力と助言を行っている。
学校環境衛生の定期検査について理解を深め、学校薬剤師と協力関係を構築している。

②学校保健委員会（地域学校保健委員会）等の組織活動の企画・運営に参画し、学校医等、保護者
及び保健福祉機関等の関係者の参加や協力を得て、地域社会と連携して効果的に活動している。

③児童生徒保健委員会において、児童生徒が主体的に活動できるようにきめ細やかな指導を行って
いる。また、学校保健委員会に児童生徒を参画させ、児童生徒主体の学校保健委員会活動ができ
るように努めている。

④学校保健委員会の会議の結果が、全校の児童生徒にフィードバックできるように事後措置（学校
保健委員会だより、報告会及び学級活動での協議等による実践化）の活動が行うことができるよ
うに努めている。

10年経験者研修
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○
経
験
者
研
修
に
お
い
て
は
、
各
地
域
や
学
校
の
実
態
に
応
じ
て
、
必
要
と
さ
れ
る
研
修
項
目
を
設
定
す
る
。

（
４
）
年
間
研
修
項
目
例
一
覧
表（
小
学
校
、中
学
校
、
高
等
学
校
及
び
特
別
支
援
学
校
）

☆
印
は
特
別
支
援
教
育
に
関
す
る
研
修
項
目

１
教
員
の
勤
務
と
公
務
員
と
し
て
の

在
り
方

・
教
職
員
の
服
務
と
関
係
法
規

２
教
員
研
修
と
教
員
と
し
て
の
生
き

方
在
り
方

・
教
員
と
し
て
の
心
構
え

・
教
職
員
の
た
め
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス

３
教
育
課
題
解
決
に
向
け
た
取
組

・
人
権
教
育

・
特
別
支
援
教
育

・
情
報
モ
ラ
ル
に
つ
い
て
の
指
導

・
学
校
保
健
安
全
に
関
す
る
指
導

・
学
校
保
健
計
画
の
作
成
方
法

４
研
究
活
動

・
研
究
結
果
の
分
析
の
方
法

・
研
究
の
ま
と
め
方

１
健
康
課
題
の
把
握
と
心
身
の
健
康
管
理

・
現
代
的
な
健
康
課
題
へ
の
対
応

・
集
団
及
び
個
別
の
健
康
課
題
の
把
握
と

対
応
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
最
新
の
医
学
的
知
識
・
技
術

・
支
援
に
向
け
て
の
体
制
づ
く
り
と
連
携

☆
医
療
的
ケ
ア
の
現
状

２
救
急
体
制
の
充
実

・
救
急
処
置
の
医
学
的
知
識
と
技
術

・
心
身
の
健
康
に
か
か
わ
る
危
機
管
理

３
学
校
環
境
衛
生

・
日
常
的
な
点
検
及
び
環
境
衛
生
検
査
に

お
け
る
養
護
教
諭
の
役
割

１
保
健
教
育

・
保
健
教
育
に
お
け
る
養
護
教
諭
の
役
割

・
学
習
指
導
要
領
に
つ
い
て

２
保
健
指
導

・
特
別
活
動
に
お
け
る
保
健
指
導

・
心
身
の
健
康
課
題
に
対
応
す
る
保
健
指

導

３
体
育
科
、
保
健
体
育
科

・
保
健
学
習
の
指
導
と
評
価
計
画
へ
の
参

画
と
実
施

・
学
級
担
任
及
び
保
健
体
育
科
教
諭
と
の

連
携

４
総
合
的
な
学
習
の
時
間

・
養
護
教
諭
の
参
画
と
実
施

５
道
徳

・
道
徳
と
保
健
教
育
と
の
関
連

６
家
庭
・
地
域
と
の
連
携

・
地
域
人
材
の
活
用

・
保
護
者
と
の
連
携

７
啓
発
活
動

・
効
果
的
な
啓
発
教
材
の
作
成
等

（
保
健
だ
よ
り
、
掲
示
物
等
の
作
成
、
保

健
放
送
等
）

１
心
身
の
健
康
課
題
へ
の
対
応

・
疾
患
（
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
、
骨
折
な
ど

の
け
が
等
を
含
む
）
の
理
解

・
心
身
の
健
康
課
題
の
早
期
発
見
・
早
期

対
応

・
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
関
す
る
養
護
教
諭

の
役
割

・
学
校
医
、
学
校
歯
科
医
、
学
校
薬
剤
師

等
の
専
門
家
と
の
連
携

２
健
康
相
談
と
連
携

・
健
康
相
談
の
基
本
的
な
プ
ロ
セ
ス

・
校
内
支
援
体
制
に
お
け
る
推
進
的
な
役

割
・
保
護
者
へ
の
支
援

・
関
係
機
関
等
と
の
連
携
の
進
め
方

☆
特
別
支
援
教
育
の
校
内
体
制
に
お
け
る

養
護
教
諭
の
役
割

３
事
例
検
討
の
実
際

・
事
例
検
討
会
の
進
め
方

・
記
録
の
活
用

１
学
校
経
営
と
保
健
室
経
営

・
学
校
経
営
と
保
健
室
経
営

・
保
健
室
経
営
の
重
要
性

・
保
健
室
経
営
計
画
の
必
要
性

・
養
護
教
諭
の
職
務
と
保
健
室
経
営

２
効
果
的
な
児
童
生
徒
の
健
康
つ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
の
保
健
室
経
営
計
画
の

作
成

・
保
健
室
経
営
計
画
の
作
成

・
教
職
員
、
児
童
生
徒
、
保
護
者
及
び
関

係
機
関
等
と
の
連
携

・
保
健
室
経
営
計
画
の
評
価
と
改
善

1
保
健
組
織
活
動

・
地
域
住
民
、
地
域
関
係
機
関
、
大
学
等

と
連
携
し
た
保
健
組
織
活
動
の
企
画
と

運
営

２
学
校
保
健
委
員
会

・
地
域
学
校
保
健
委
員
会
等
、
地
域
社
会

と
連
携
し
た
効
果
的
な
学
校
保
健
委
員

会
の
企
画
と
運
営

３
児
童
生
徒
委
員
会
活
動

・
児
童
生
徒
保
健
委
員
会
活
動
の
活
性
化

10
年
経
験
者
研
修
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研修項目 研修方法 研修時間 研修の目標（身に付けたい資質・指導力）

（５）研修項目別研修内容（例）
10年経験者研修

☆印は特別支援教育に関する研修項目

研修内容

２～３
１健康課題の把握
　と心身の健康管
　理

・現代的な健康課題への対応
・集団及び個別の健康課題
の把握と対応
・最新の医学的知識・技術
・支援に向けての体制づく
りと連携
☆医療的ケアの現状

①最新の医学情報の把握に努め、現代的な健康課
題への対応の充実に役立てることができる。
②健康観察、健康診断及び健康に関する調査等を
適切に実施することができる。また、それらの
情報を総合的に評価して、児童生徒の集団及び
個別の健康課題を把握し、適切に対応すること
ができる。
③健康上支援が必要な児童生徒に組織的な対応を
進めて行く上で、学校、家庭及び地域の関係機
関等とのコーディネーター的役割を果たすこと
ができる。
④児童生徒の健康課題を予防的な視点でとらえ、
学校、家庭及び地域と連携した効果的な取組が
できる。
☆特別支援教育における、児童生徒への医療的ケ
アの法令上の規定や現状について理解する。

講　　義
協　　議
見　　学

２救急体制の充実 ２～３

・救急処置の医学的知識と
技術
・心身の健康にかかわる危
機管理

①救急処置に関する医学的知識と技術を深め、適
切な救急処置ができる。
②感染症や学校における事件事故・災害に備えた
救急体制や心のケアの充実を図ることができ
る。
③救急処置に関する校内研修等において、指導的
役割を果たすことができる。

演　　習
協　　議

３学校環境衛生 １～２
・日常的な点検及び環境衛
生検査における養護教諭
の役割

講　　義
協　　議

①環境衛生検査について理解を深め、学校薬剤師
と協力関係を築くことができる。
②学校薬剤師と連携を図りながら、教職員による
日常的な点検への助言を行うなど、環境衛生検
査に参画することができる。

①　保健管理
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研修項目 研修方法 研修時間 研修の目標（身に付けたい資質・指導力）

10年経験者研修

研修内容

１保健教育 １～２
・保健教育における養護教
諭の役割
・学習指導要領について

①保健教育における養護教諭の役割が理解でき
る。
②学習指導要領における特別活動、体育科、保健
体育科、総合的な学習の時間及び道徳の目標及
び内容を再確認する。

講　　義

２保健指導 ２～４

・特別活動における保健指
導
・心身の健康課題に対応す
る保健指導

①特別活動における年間保健指導計画（評価含
む）の作成に参画し、実施することができる。
②各校の心身の健康課題に対応した保健指導を実
施することができる。

演　　習
協　　議

３体育科、保健体
　育科 ２～４

・保健学習の指導と評価計
画への参画と実施
・学級担任及び保健体育科
教諭との連携

①児童生徒や地域の実情に応じて、小・中学校及
び高等学校の系統性を図った指導計画作成への
参画や改善ができる。
②各校の実態に応じて、評価規準をもとに公平
性・妥当性のある評価ができる。
③学級担任、保健体育科教諭と連携して研究授業
を行うことができる。

講　　義
協　　議
演　　習

４総合的な学習の
　時間 １～２・養護教諭の参画と実施 講　　義 ①総合的な学習の時間における健康に関する指導

に参画し、協力することができる。

５道徳 １～２・道徳と保健教育との関連 講　　義

①学校における道徳教育は、学校の教育活動全体
を通じて行うことを再確認するとともに、道徳
の全体計画の作成に参画し、協力することがで
きる。

６家庭、地域との
　連携 １～２・地域の人材の活用

・保護者との連携
講　　義
協　　議

①保護者や地域の人材の協力を得て、効果的に保
健教育を進めることができる。

７啓発活動 １～２
・効果的な啓発教材の作成
等（保健だより、掲示物
等の作成、保健放送等）

講　　義
協　　議
演　　習

①協議、演習を通して、自校の保健だよりの工
夫、改善及び評価をすることができる。
②保健だよりや保健放送等の広報活動について児
童生徒会活動やPTA活動と連携して実施するこ
とができるとともに、指導的役割を果たすこと
ができる。

②　保健教育
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研修項目 研修方法 研修時間 研修の目標（身に付けたい資質・指導力）

10年経験者研修

☆印は特別支援教育に関する研修項目　

研修内容

２～３１心身の健康課題
　への対応

・疾患（メンタルヘルス、
骨折などのけが等を含
む）の理解
・心身の健康課題の早期発
見・早期対応
・メンタルヘルスに関する
養護教諭の役割
・学校医、学校歯科医、学
校薬剤師等の専門家との
連携

①疾患やメンタルヘルスに関する医学情報等を正
しく理解した上で、心身の健康課題の早期発
見・早期対応を図ることができる。
②心身の健康問題を総合的な視点でとらえること
ができる。　　　　　　　　　　　　　　　　
③心身の健康に関して、教職員に対し、指導的役
割を果たすことができる。
④学校医、学校歯科医、学校薬剤師等の専門家と
の連携を密にすることができる。

講　　義
協　　議

２健康相談と連携 ３～４

・健康相談の基本的なプロ
セス
・校内支援体制における推
進的な役割
・保護者への支援
・関係機関等との連携の進
め方
☆特別支援教育の校内体制
における養護教諭の役割

①校内組織が定期的に開催され、問題に応じた相
談・支援の方法を検討し、役割分担等をして組
織的な支援ができるように、積極的に働きかけ
ていくことができる。
②虐待やいじめ等の緊急な対応について、学校内
及び関係機関と連携し、適切な危機介入ができ
る。
③保護者と連携し、子どもの状況の改善が図れる
よう支援することができる。
☆校内組織の役割、養護教諭の役割、特別支援教
育コーディネーターの役割等を理解し、校内支
援体制の充実に努めることができる。

講　　義
演　　習

３事例検討の実際 ３～４・事例検討会の進め方
・記録の活用

講　　義
事例検討

①事例検討会を運営することができ、校内で指導
的な役割を果たすことができる。
②支援計画の作成及び事例の経過を記録し、支援
方針・方法等について分析検討することによ
り、改善を図ることができる。

③　健康相談
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研修項目 研修方法 研修時間 研修の目標（身に付けたい資質・指導力）

10年経験者研修

研修内容

１～２１学校経営と保健
　室経営

・学校経営と保健室経営　
・保健室経営の重要性　　
・保健室経営計画の必要性
・養護教諭の職務と保健室
経営

①学校保健センター的役割を果たしている保健室
経営の重要性及び保健室経営計画の必要性につ
いて理解する。　　　　　　　　　　　　　　
②保健室経営計画を示すことにより、養護教諭の
職務や役割について、教職員、保護者等の理解
が深まり効果的な連携ができることを理解す
る。

講　　義
協　　議

２効果的な児童生
　徒の健康つくり
　を推進するため
　の保健室経営計
　画の作成

２～４
・保健室経営計画の作成
・教職員、児童生徒及び保護
者、関係機関等との連携

①保健室経営計画作成に当たっての基本的な考え
方及び作成方法を理解する。　　　　　　　　
②学校教育目標及び学校保健目標の具現化を図る
ため、その年度の重点目標と保健室経営計画と
の関連を明確にし、具体的な実施計画を作成す
ることができる。　　　　　　　             　　 
③保健室経営計画について職員会議等で説明し、
教職員、保護者等に対して周知を図るととも
に、協力を得ることができる。　　　　　
④保健室経営を教職員等と連携して、計画的、組
織的に運営できる。

講　　義
演　　習
協　　議

１～２・保健室経営計画の評価と
改善

講　　義
演　　習
協　　議

○効果的な保健室経営を行うための計画内容や評
価の方法について見直し、改善を図ることがで
きる。

④　保健室経営
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研修項目 研修方法 研修時間 研修の目標（身に付けたい資質・指導力）

10年経験者研修

研修内容

１～２１保健組織活動
・地域住民、地域関係機関
及び大学等と連携した保
健組織活動の進め方

①地域住民、保健福祉機関等の関係機関及び大学
等と連携することによって、適切な協力・支援
を得ることができる。

講　　義
協　　議

２学校保健委員会 ３～４

・地域学校保健委員会等、
地域社会と連携した効果
的な学校保健委員会の企
画と運営

①地域の学校と連携して地域学校保健委員会を実
施するなど、課題解決を図るために地域と連携
することができる。
②学校におけるヘルスプロモーションを推進する
ため、学校保健委員会に児童生徒を参画させ、
児童生徒の主体的な活動と連動した学校保健委
員会活動を行うことができる。
③ＰＴＡ保健委員会と連携した活動を行うことが
できる。

講　　義
協　　議

３児童生徒委員会
　活動 ２～４・児童生徒保健委員会活動

の活性化
①児童生徒の主体的な活動ができるように、活動
内容の工夫と改善を図ることができる。

講　　義
演　　習
実践発表

⑤　保健組織活動
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第３章　研修項目別研修事例

研修事例については、各研修分野（基礎的素養、保健管理等の 6分野）別に、新規採用養護教諭研修・10
年経験者研修に分けて掲載した。なお、事例は、各都道府県教育委員会等で実施されている新規採用養護教
諭研修、10 年経験者研修の事例を参考に、本委員会で作成したものである。

　１　新規採用養護教諭研修事例

研修者は、教育委員会が作成した新規採用養護教諭研修計画の内容を理解し、事前課題が出されている研
修については、管理職や派遣指導員（養護教諭等）等から指導を受けるなど、研修に備えさせることが大切
である。また、校外研修では、基礎的事項を講義、演習、協議等で身に付けるとともに、学んだことを地域
や学校の実態に応じて実践化できるように配慮する。

（１）基礎的素養

○研修内容：情報モラルについての指導

１　目　　標　　情報化社会における特性や今日的課題、インターネット上の著作物の取り扱い及び安全
教育について理解する。また、コンピューターを活用して、養護教諭の実務に生かすこ
とができる。

２　指 導 者　　指導主事（情報担当）等
３　会　　場　　教育センターの情報教育室
４　事前課題　　教材作成のための保健指導資料を各自持参させる

研 修 内 容 等研修時間 研修方法

①「情報化への対応」
　・情報化社会の特性 
　・情報セキュリティへの対応
　・情報モラルの指導
　　ア 安全性（Safety）と保安（Security）
　　イ 倫理（Ethic）とマナー（Manner）
　　ウ 法（Low）と著作権
　・フリーソフトの紹介 

②表計算ソフトの活用
　・エクセルワークシート
　　○健康診断結果の統計処理に活用できる内容を選定して、演習を行う。

③コンピューターを使った教材の作成方法
　・パワーポイントを使った教材の作成
　・作成した教材を発表し合う。（各グループ10分）

④発表に対する指導助言及び研修のまとめを行う。

60分

90分

120分

30分

講　　義

講　　義
演　　習

講　　義
演　　習

ま と め
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新規採用養護教諭研修

○研修内容：ヘルスプロモーション

１　目　標　　ＷＨＯが提唱するヘルスプロモーションについて、基本的な考え方を理解するとともに健
康つくりの方法を学ぶ。

２　指導者　　指導主事、学識経験者及び養護教諭等
３　準備するもの　　オタワ憲章・バンコク憲章に関する資料
　　　　　　　　　　パソコン、プロジェクタ、模造紙、付箋紙、ワークシート、ホワイトボード等

研 修 内 容 等研修時間 研修方法

①ヘルスプロモーションとは
　・ヘルスプロモーションの歴史
　・ヘルスプロモーションの考え方
　・健康つくりの方法
　・健康の概念   

②課題1：「健康とは何か」 
③課題2：「学校においてヘルスプロモーションを推進するにはどうし

たらよいか」
各グループで話し合い、意見をまとめる。
（グループごとに司会者、記録者、発表者を決めさせる。） 

④グループごとに発表する。
　（パワーポイントあるいは模造紙を用いる）

⑤各グループの発表に対して、指導助言及び研修のまとめを行う。 

60分

60分

各グループ
10分 

30分

講　　義

協　　議
演　　習

発　　表

ま と め
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新規採用養護教諭研修

○研修内容：学校保健の理解と学校保健計画の作成方法

１　目　標　　児童生徒等及び職員の心身の健康の保持増進を図るため、学校保健の考え方、内容、実施
方法等を理解するとともに、学校保健安全法に規定されている学校保健計画の作成方法を
身に付ける。

２　指導者　　指導主事等　
３　持参物　　各自の学校の学校保健計画を持参する。
４　準備するもの　　模造紙、色マジック、付箋紙、記録用紙、ホワイトボード等

研 修 内 容 等研修時間 研修方法

①「学校教育と学校保健」
・学校保健の領域と構造
・学校経営と学校保健
・学校保健計画の作成
・作成の手順
・学校保健計画の運営上の観点及び留意事項　等     

②「学校保健計画の検討」
・持参した学校保健計画を基に、法律で規定されている記載事項が
　盛り込まれているか、総合的かつ具体的な実施計画となっている
　か等を協議する。
・協議した結果をパワーポイントでプレゼンテーションできるよう
　に作成する。
　（各校種別にグループを編成する。（５～６人程度））
 
③グループごとに協議結果を発表させる。 

④発表に対する指導助言及び研修のまとめを行う。 

60分

90分 

各グループ
10分 

30分

講　　義

協　　議

発　　表

ま と め
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新規採用養護教諭研修

（２）保健管理

○研修内容：感染症の予防と対応

１　目　　標　　感染症、食中毒等の予防を図ることができる。また、発生時には関係機関と連携しなが
ら迅速な対応を図ることができる。

２　指 導 者　　指導主事、学識経験者等
３　事前課題　　課題１～３について、事前にレポートを作成し、持参する。
４　準備するもの　　模造紙、色マジック、付箋紙、ワークシート、ホワイトボード等

研修時間 研修方法 研 修 内 容 等

「学校における感染症の予防と対応」
①各自が持参したレポートをもとに、対応についてグループで検討する。
　（30分、１グループ１課題）
②保護者説明会を想定し、想定質問を検討する。（30分）

③模擬保護者説明会を行う。
〈役割分担〉

（それぞれの課題に対して指導主事は、
　随時指導助言を行う。）

講　　義
協　　議

演　　習

ま と め ④危機対応時におけるポイントを押さえた指導助言及び研修のまとめを行う。

○ 養護教諭

保 ○○○○○○○○○
護 ○○○○○○○○○
者 ○○○○○○○○○

30分
60分

各グループ
20分

20分

・保護者説明会で説明をする者を各グ
ループで１名決定する。他のグルー
プは、保護者役で参加する。

＜課題１＞
○生徒の保護者から、「子どもが結核に感染した」と電話連絡が入った。子どもの調子が悪かったので、
医療機関を受診したところ、医師に結核の疑いがあると言われたとのことだった。

＜課題２＞
○木曜日の朝の健康観察で、３年１組の担任から、「急に欠席者が増加し、理由が、吐き気、嘔吐、下痢
である。」との連絡があった。その他のクラスの状況を確認したところ、同様の症状を訴えて学校を欠
席している生徒が多いことが分かった。

＜課題３＞
○火曜日の朝、生徒の保護者から、「子どもに発しんが出たので、受診したところ、はしかと言われたの
で休ませる。」と連絡が入った。この生徒は、前日の月曜日は登校していた。

　◎留意事項
・事前に課題に対するレポートを研修生に作成させ、協議が深まるようにする。
・レポートの作成に当たっては、自校の管理職等に指導を受けておくこととする。
・結核や麻しん等の発生時に説明責任が果たせるように、保護者説明会における質問を想定するなど、
実践的な演習を行うとともに、プレゼンテーション技術の向上を図ることができるようにする。
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新規採用養護教諭研修

○研修内容：学校における事件事故・災害発生時の対応

１　目　　標　・学校内で発生するけがや病気に対して、医療機関等への受診の有無を含めた的確な判断
を下に救急処置を行うことができる。

　　　　　　　・学校事故の事後措置の手順を理解するとともに、再発防止の措置を取ることができる。
２　指 導 者　　指導主事、養護教諭及び学識経験者等
３　事前課題　　自校の救急体制に関する資料を持参する。
４　準備するもの　　模造紙、色マジック、付箋紙、ワークシート、ホワイトボード

等容内修研研修時間

30分 

60分 

講　　義

協　　議

演　　習

発　　表

学校における事件事故・災害発生時の対応 

①各自で事例を検討する。（20 分）
　状況確認 → 判断 → 事後措置の３つの段階について検討
　（ワークシートに記入する。）  

②各自で検討した内容をグループ内で発表し、適切な救急処置に
　ついて検討し、意見をまとめる。
　（１グループ4～5人、司会・記録・発表者を決めさせる）

③グループごとに発表する。 

20分 研修生に
よるまとめ

30分

課題 バスケットボールの試合中、膝で左上腹部を強打 

研修方法

各グループ
10分 

ま と め ⑤各グループの発表や④のワークシ－トの記入事項等に対して指導
助言及び研修のまとめを行う。 

④自校の救急体制や今まで研修生が行ってきた救急処置につい
て、反省点や今後の課題、事例から学んだことなどをワークシー
トに記入させ、指導者に提出させる。 
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課題 バスケットボールの試合中、膝で左上腹部を強打

養護教諭としてまず何をしますか？ 何を聞きますか？ 何を推測しますか？ （５分） 

どう判断しますか？ 何を行いますか？ どこへ連絡しますか？ （５分） 

事後措置として何をしますか？ （５分） 

 傷病者   ６年生男子Ａ男 
 発生日時  １月○日 第 3校時 体育の時間（11時 10分ごろ） 
 発生場所  体育館
①担任がＡ男を抱えるようにして保健室へ連れて来た。担任から事故発生に至るまでの状況を尋ねた。 
「体育の時間に班対抗でバスケットボールの試合をしていたら、ゴール下で競り合いとなり、
相手のＢ男がシュートしたときに膝がＡ男の左上腹部に強く当たってしまった。」

② 20 分経っても顔色はすぐれず、顔をゆがめている。運動直後のせいか呼吸は浅く脈拍も早い。膝
が当たったと思われる左上腹部をさわると他の部位よりも強い痛みを訴えた。

新規採用養護教諭研修

養護教諭は、Ａ男が、体を二つ折りにして痛みに堪えているので、ベッドよりは低い畳の広
いスペースに横臥させ、毛布で保温をして落ち着かせた。安静にさせたままＡ男から痛みの部
位と事故が起きた状況を直接本人から確認した。
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新規採用養護教諭研修

（３）保健教育

○研修内容：学級（ホームルーム）活動における保健指導

１　目　　標　　学級（ホームルーム）活動における健康に関する指導について、学級担任等と連携し、
養護教諭の専門性を生かした保健指導ができる。

２　指 導 者　　指導主事等　
３　事前課題　　研修生が自校で実施した学級（ホームルーム）活動における保健指導案を持参する。（講

義題　「歯・口の健康つくり」、又は「基本的生活習慣」のいずれか一つを持参させる。）
４　準備するもの　　模造紙、色マジック、付箋紙、ワークシート、ホワイトボード等

研修時間 研修方法 研　修　内　容　等

60分 

90分 

①「学級（ホームルーム）活動における保健指導と養護教諭の役割」 
・学級担任との連携・年間保健指導計画・保健指導の評価等 

②「学級活動における保健指導案の検討」 
・持参した学級活動における保健指導（案）を基に、授業の構想につ
　いて発表し、学級の実態や課題を踏まえた活動になっているか、役
　割分担は明確かなどの視点で協議する。 

・持ち寄った指導案を検討して模擬授業を行う指導案を作成する。ワ
　ークシート等の検討も行う。 
（持参した指導案の内容ごとにグループを編成する。（4～5人程度））

60分 

60分 

③模擬授業１「歯・口の健康つくり」（30分） 
・学級担任役と養護教諭役を分担し、模擬授業を行う。その他の受講
　者は、児童生徒役で授業に参加する。 

④模擬授業１に対して参観の感想、課題や改善策等について協議する。
　（30分） 

⑤模擬授業２「生活のリズムをつくろう」（基本的生活習慣の形成）（30分） 
・学級担任役と養護教諭役を分担し、模擬授業を行う。その他の受講
　者は、児童生徒役で授業に参加する。 

⑥模擬授業２に対して参観の感想、課題や改善策等について協議する。
　（30分） 
（講義題は例示である。） 

30分 

講　　義

協　　議

演　　習

協　　議

協　　議

演　　習

ま と め ⑦養護教諭の役割の重要性について確認しながら研修のまとめを行う。 
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新規採用養護教諭研修

○研修内容：体育科、保健体育科における保健学習の進め方と評価

１　目　　標　　体育科、保健体育科における保健学習の進め方を理解し、学習指導案を作成することが
できる。

２　指 導 者　　指導主事、養護教諭及び学識経験者等
３　事前課題　　研修生の自校で行った学習指導案を持参（必要部数）する。
４　準備するもの　　ワークシート、模造紙、付箋紙、色マジック、教材、ホワイトボード等

研 修 内 容 等研修時間 研修方法

①保健教育の内容 
　・保健教育の重要性
　・保健教育の領域及び内容
　・保健指導と保健学習の違い  
②学習指導要領について
  ・保健（保健学習）の目標
  ・学習指導要領改訂のポイント
③保健学習の進め方
　・指導計画
　・実践力を高める指導の工夫（学習資料の活用、視聴覚教材の活
　　用、課題解決や調べ学習、体験学習、ロールプレイ・ブレイン
　　ストーミング・ケーススタディ、養護教諭や栄養教諭との連携、
　　ＰＣソフトの活用）・教材の提示
④保健の評価について
　・評価の方針
　・評価の観点の趣旨
　・単元の評価事例
　・評価の方法 

⑤指導案の書き方
　・持参した指導案のねらいや、授業の流れ及び養護教諭のかかわ
　　りについて協議し、検討する。
⑥グループごとに発表する。（各グループ10分）

⑦各グループの発表に対して指導助言及び研修のまとめを行う。

120分

120分

30分

講　　義

協　　議

ま と め
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新規採用養護教諭研修

（４）健康相談

○研修内容：学校におけるカウンセリングの活用

１　目　　標　　カウンセリングの知識と技法を身に付け健康相談に生かすことができる。
２　指 導 者　　指導主事、健康教育指導者養成研修専門コース受講者、学識経験者、養護教諭等

研 修 内 容 等研修時間 研修方法

①学校におけるカウンセリングの活用
②演習　
　・ウォーミングアップ（参加者相互の関係づくり）
　　ア　コミュニケーションゲーム　
　・傾聴練習（２人１組）
　　ア 聴く
　　イ 聴かない
　　ウ 振り返り
　・ ロールプレイング（３人１組）
　　ア　話し手、聞き手、観察者の役割分担
イ　現在相談を受けている児童生徒や保護者のことについて、１

人５分話をする。（深刻な問題は避ける。）
　　ウ　３人で振り返りをする。（各５分）
　　エ　グループで話し合ったことを発表する。

③指導助言及び研修のまとめを行う。

30分
70分

20分

講　　義
演　　習

指導助言
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新規採用養護教諭研修

（５）保健室経営

○研修内容：保健室経営計画の作成

１　目　　標　　保健室経営の考え方及び保健室経営計画の作成方法（評価を含む）について、演習を通
して理解を深め、効果的な保健室経営計画の下に運営できるようにする。

２　指 導 者　　指導主事及び養護教諭等
３　事前課題　　自校の保健室経営計画を持参（必要部数）する。
４　事後課題　　研修後、各校の保健室経営計画の見直しを行い、改善した計画を教育委員会へ提出する。
５　準備するもの　　模造紙、付箋紙、マジック、ワークシート等

研 修 内 容 等研修時間 研修方法

①保健室経営について
　・保健室経営の考え方及び重要性
　・保健室経営計画の必要性
　・養護教諭の職務と保健室経営
　　（保健室経営計画について各学校の現状や課題について触れる。）
②保健室経営計画の作成方法（評価を含む）

③持参した保健室経営計画について課題や改善策について検討し、ワ
ークシートに記入する。（各自20分）
④グループに分かれて協議する。（1グループ4～5人）
⑤グループごとに協議結果を発表する。（1グループ10分）

⑥各グループの発表に対して指導助言及び研修のまとめを行う。

60分

90分

30分

講　　義

演　　習
協　　議

ま と め
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新規採用養護教諭研修

○研修内容：一日学校参観（保健室経営の実際）

１　目　　標　・指導的立場にある養護教諭が勤務している学校の保健室を参観し、保健室経営について
の情報交換や協議を通して、自校での実践に役立てる。

　　　　　　　・養護教諭がかかわる学級活動における保健指導の授業参観や協議を通して、ティーム・
ティーチングの進め方や、実施に当たっての留意点等について理解を深める。　

２　指 導 者　　指導主事２名、校長、教諭及び養護教諭等
３　会　　場　　○○○市立○○小学校
４　事前指導事項　　現地集合のため、交通手段及び会場の確認を行うなどしておくこと。

研 修 内 容 等研修時間 研修方法

①開会
　あいさつ（学校紹介等）
　校長、指導主事等

②授業参観（ティーム・ティーチングによる授業）
　学級活動における保健指導
　講師：学級担任及び養護教諭

③「②の授業について」（授業の振り返り）
　講師：学級担任、養護教諭及び指導主事
　・授業者からの感想や説明（学級担任及び養護教諭）
　・参観者の感想や質疑
　・指導助言
④「学級活動における保健指導への養護教諭のかかわり方」
　・保健指導の具体的な説明（養護教諭）
　・質疑
　・指導助言

⑤　保健室参観（参観・質問等）
　講師：養護教諭及び指導主事
　・保健室経営についての説明
　・質疑等

⑥「保健室経営の実際」
　講師：養護教諭及び指導主事
　・学校保健計画、学校安全計画、保健室経営計画についての説明
　・児童の健康状態、保健室利用状況等についての説明
　・質疑等

⑦研修のまとめ
　指導主事

⑧閉会
　あいさつ（校長、指導主事）
　謝辞　研修生代表

30分

45分

90分

60分

45分

30分

10分

授業参観 

協　　議

保健室参観 

講　　義

ま と め
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新規採用養護教諭研修

（６）保健組織活動

○研修内容：学校保健委員会の進め方

１　目　　標　　学校保健委員会の意義や内容について理解するとともに、議題の選び方、運営の手順と
工夫について理解する。 

２　指 導 者　　指導主事及び養護教諭（学校保健委員会の実践発表者）等
３　事前課題　　自校の学校保健委員会の資料を持参（必要部数）する。
４　事前に準備しておくもの　　模造紙、色マジック、付箋紙、ワークシート、ホワイトボード等

研 修 内 容 等研修時間 研修方法

①学校保健委員会の意義　
　学校保健委員会の進め方　
　・年間計画の立て方
　・組織の構成
　・議題の選び方
　・準備
　・当日の運営
　・学校保健委員会の事後活動と評価

② ○○学校の実践を通して（各30分）
　・小学校の実践発表
　・中学校の実践発表
　・質疑応答

③学校保健委員会における養護教諭の役割について
　・グループに分かれて協議する。　　　　　　　　　　　　　　　
　　（グループごとに司会、記録、発表者を決める。）
　・持参した学校保健委員会資料をグループのメンバーに配付し、資
料をもとに効果的な学校保健委員会の運営方法及び養護教諭の役
割等について協議する。

　・グループごとに協議した結果を発表する。（１グループ10分）

④各グループの発表に対する指導助言及び研修のまとめを行う。

60分

60分

90分

30分

講　　義

実践発表

協　　議

指導助言
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　２　10年経験者研修事例
　　　　　　　　　　　　

（１）基礎的素養

○研修内容：ヘルスプロモーティングスクール（健康な学校づくり）

１　目　標　　健康生活の場づくりの視点に立った、ヘルスプロモーティングスクールについての考え方
と実践方法を理解する。

２　指導者　　指導主事、養護教諭及び学識経験者等
３　準備するもの　　WHOオタワ憲章・バンコク憲章に関する資料
　　　　　　　　　　健康な学校づくりに関する資料、パソコン、プロジェクタ、模造紙、ホワイトボー

ド等

研 修 内 容 等研修時間 研修方法

①ヘルスプロモーションの考え方と実践方法
②学校、家庭及び地域での健康つくりの方法

③健康な学校づくりの事例

④課題：「理想的な健康な学校づくり」について各グループで話し合
う。

⑤グループごとに協議した結果を発表する。
　（パワーポイントあるいは模造紙を用いる）

⑥各グループの発表に対して指導助言及び研修のまとめを行う。

120分

60分

各グループ
10分

30分

講 　 義

講 　 義

演　　習
協　　議

発　　表

ま と め
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（２）保健管理

○研修内容：医療的ケアの現状

１　目　　標　・特別支援教育における、児童生徒への医療的ケアの法令上の規定や現状について理解す
る。

　　　　　　　・特別支援教育について、学校現場での研修を通して理解を深める。
２　指 導 者　　保健主事、自立活動の指導の中心となる教諭、養護教諭及び学級担任等　
３　会　　場　　○○県立○○特別支援学校
４　事前指導　　現地集合のため、交通手段及び会場の確認を行うなどしておくこと。　　      
５　準備しておくもの　　動きやすい服装、ワークシート等

研 修 内 容 等研修時間 研修方法

①「医療的ケアについて」
　・法令上の規定
　・現状と課題
　・医療的ケアについて〔経管栄養（胃ろう、腸ろうを含む）、吸
引、導尿、酸素吸入等〕

　・ヒヤリハットへの対応

②自立活動室参観

③介護法体験「車イス援助の方法」
　・体験を通して、車いすを使用している人の気持ちを理解する。
　・普段気付かない段差や傾斜を認識する。
　・どの部分を手伝ってほしいかなど、声かけの重要性を学ぶ。

④協議（グループに分かれる）
　・医療的ケアの法令上の規定や現状についての講義、自立活動室の
見学、及び介護法体験（車イス援助の方法）をもとに課題等につ
いて協議する。

　・グループごとに協議結果を発表する。（１グループ5分）

⑤各グループの発表に対して指導助言及び研修のまとめを行う。

50分

20分

40分

60分

30分

講　　義

参　　観

実　　習

協　　議

ま と め
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○研修内容：救急処置の医学的知識と技術

１　目　標　　学校における事件事故への対応について理解し、危機管理マニュアルに基づき、発生時に
は適切で迅速な対応ができる。　

２　指導者　　学識経験者、指導主事、養護教諭及び○○○救急法指導員等　
３　準備するもの　　課題事例、ワークシート等 

研 修 内 容 等研修時間 研修方法

①「救急処置の理解と実際」
②「心肺蘇生及びＡＥＤの使い方」
　（１グループ４人で班を編成する。）

③「危機管理における養護教諭の役割」
　・危機管理とは
　・緊急時における対応方法
　・養護教諭の役割

④講義・演習「危機管理における養護教諭の役割」
　・事例１～４をもとに養護教諭の対応について、個人で検討する。
ワークシートに記入する。（30分）　　　　　　　　　　　

　・個人で検討したものをグループで協議し、対応を検討する。（60分）
　　（校種別にグループを編成する。司会、記録、発表者を決める。）
　・グループごとに協議結果を発表する。（各グループ10分）

⑤各グループの発表に対し指導助言及び研修のまとめを行う。

180分

60分

90分

30分

講　　義
実　　習

講　　義

演　　習

協　　議

発　　表

ま と め

事例１　　給食後、昼の休憩時間中に、小学校６年の男子が、友人とともに教室横の階段を３階まで駆け上
がったときに、横向きに倒れた。一緒に駆け上がった友人が慌てて、養護教諭を呼びに来た。

事例２　　中学校２年の男子は、夏休み中の剣道部の練習に午後から参加していた。練習が終了し、部活
動顧問の話を聞いていたとき、突然具合が悪くなり、道場の隅にうずくまった。顧問が横になって休
むように指示したが、意識がもうろう状態になったため、養護教諭に連絡した。

事例３　　高校２年の男子は、体育の授業中、持久走で約２．５ｋｍを走り終えた後、友人と笑談しながら座っ
ていた。生徒は、大の字になって横になっていたが、いつまでも起き上がらないことに友人が気付き、
すぐに教科担任に知らせた。教科担任の指示で生徒が養護教諭を呼びに来た。
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＊「救急処置の理解と実際」概要
○○○救急法指導員の指導のもと、４名１グループとし、時間内に何度も様々な場面を想定した演習
を繰り返し行うことで、技能が十分に身に付くようにする。午前は小学校の養護教諭、午後は中学校、
高等学校及び特別支援学校の養護教諭を対象とし、２回に分けて実習（心肺蘇生及びAED）を実施する。

＊「緊急時における養護教諭の役割」概要
はじめに講師による危機管理についての講義を受け、基本的な考え方をはじめ海外の事例なども合わ
せて危機管理に対する概要や取組を学ぶ。
後半は、養護教諭による実践報告と演習による事例研究を行う。
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○研修内容：心身の健康にかかわる危機管理

１　目　標　　学校における事件事故・災害に備えた救急体制や心のケアの充実を図ることができる。
２　会　場　　○○小学校  
３　指導者　　校長、副校長、養護教諭、学識経験者及び指導主事等
４　事前に準備するもの　　ワークシート等

研 修 内 容 等研修時間 研修方法

①施設設備等における危機管理体制の説明

②学校危機と危機対応
　・危機管理マニュアル
　・教職員の危機管理意識の向上について
　・危機管理における養護教諭の役割　等
　○協議題「危機管理における養護教諭の役割」
　・グループごとに話し合い、意見をまとめる。（ワークシートに記
入する）

　・各グループの発表に対し指導者は指導助言を行う。

③事件・事故後の児童生徒の心のケア　
　・児童生徒の心のケアの体制づくり（平常時も含めて）
　・児童生徒へのサポートのポイント等
　○協議題「心の健康課題への対応に向けた養護教諭の役割」
　・グループごとに話し合い意見をまとめる。（ワークシートに記入
する）

　・各グループの発表に対し、指導者は指導助言を行う。

④研修のまとめを指導主事が行う。

60分

90分

90分

20分

見　　学

講　　義
協　　議

講　　義
協　　議

ま と め
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○研修内容：救急体制の充実（病院研修）

１　目　標　　最新の医学情報の把握に努め、現代的な健康課題への対応に役立てることができる。　　
２　会　場　　○○県立小児保健医療センター、隣接の特別支援学校

研 修 内 容 等 担当者研修時間 研修方法

①病院の概要

②小児センターに入院してくる子どもたちの現状

③入院している子どもたちの現状
　学校見学含む

④虐待や心身症など子どものメンタルヘルスの問題の早
期発見・早期対応について、医療現場から学校へ望む
こと

⑤救急時の対応
　・いくつかの事例の質問の対応について、ワークシー
トに記入する。

　・グループごとに協議し発表する。
　　（指導助言をする。）

⑥感染防止対策

⑦指導助言及び研修のまとめを行う。

20分

60分

60分

60分

80分

60分

20分

講　　義

講　　義

講　　義
見　　学

講　　義
協　　議

演　　習
協　　議

講　　義

まとめ

看 護 部 長

小児救急認定看護師

特別支援学校教諭
養 護 教 諭

小児救急認定看護師

救 急 部 長
（ 医 師 ）

感染管理認定看護師

認定看護師看護部長

＜＊演習の事例＞
事例  修学旅行の引率でホテルに滞在中に、突然、生徒全員が、吐き気、嘔吐、腹痛を訴えだした。考え

られることと、初期の１時間に必要と思われる対応について述べよ。
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（３）保健教育

○研修内容：学級（ホームルーム）活動における保健指導

１　目　　標　　学級（ホームルーム）活動の保健指導計画（評価を含む）に参画し、実施することがで
きる。各学級に対応した保健指導を実施することができる。

２　指 導 者　　指導主事等　
３　事前課題　　学級（ホームルーム）活動における年間保健指導計画及び各学校の保健指導案を持参（必

要部数）する。

 ＜参観シート＞ 
メモ 

参観の感想 

今後の課題や改善策 

研 修 内 容 等研修時間 研修方法

①学級活動における保健指導を成功させるポイント
②保健指導案の作成
　・持参した指導案を検討し、模擬授業のための指導案を作成する。
　　

（校種別にグループを編成する。）

③グループごとに、模擬授業を実施する。（１グループ10分）
　・各自が「参観シート」に感想や課題及び改善策等について整理し
記入する。

　・質疑及び意見交換
④各グループの模擬授業に対して、指導助言を行う。

30分
120分

60分

30分

講　　義
協　　議
演　　習

模擬授業
質　　疑

指導助言

指導案作成のポイント
・指導のねらいは明確か
・児童生徒の実態や発達の段階に即したものか
・自主的な活動を促すものになっているか
・実践の中でどこの場所で評価するかが明確になっているか
・養護教諭の専門性を生かせたか
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○研修内容：体育科、保健体育科における保健学習と連携

１　目　　標　・保健教育における養護教諭の役割が理解できる。
　　　　　　　・学級担任、保健体育科教諭と連携して研究授業を行うことができる。
２　指 導 者　　指導主事、保健体育科教諭、養護教諭及び学級担任等　
３  事前課題　　保健学習にかかわっている養護教諭は、指導案を持参（必要部数）する。研修生の中か

ら模擬授業者を 2 人依頼しておく。
４　事前に準備するもの　　参観シート等

研 修 内 容 等研修時間 研修方法

①「保健教育の推進」
　・ヘルスプロモーションと保健教育
　・保健の授業づくり
　・学習内容の教材化
　・ティーム・ティーチングの効果的な方法

（事前に授業者の指導案及びワークシートを配付する。授業者以外は
児童生徒役で模擬授業に参加する。）
②授業者は、授業（ティーム・ティーチング）の構想について発表する。
③模擬授業を実施する。
　・授業者は学習指導案の中のどの部分を模擬授業するかを説明す
る。

　・参加者は、児童生徒の立場で授業を受ける。
　・授業中でも、随時指導者からの助言を受けることもできる。

④教師と児童生徒のそれぞれの立場から感想発表や意見交換を行う。
　・ねらいに沿った授業展開になっているか。
　・発問や説明が分かりやすいか。
　・教材の提示のタイミングはよいか。等

⑤ 模擬授業の指導助言及び研修のまとめを行う。

40分

60分

60分

20分

講　　義

模擬授業

協　　議

ま と め
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○研修内容：効果的な保健だよりの作成

１　目　　標　　協議、演習を通して、自校の保健だよりの工夫、改善及び評価をすることができる。
２　指 導 者　　指導主事及び養護教諭等
３　事前課題　　自校の保健だよりを持参（必要部数）する。

研 修 内 容 等研修時間 研修方法

①「保健だより」について
　・保健だよりの必要性
　・発行計画（１年間の見通しを立てる）
　・発行上の配慮事項（発行対象、発行回数及び時期　等）
　・保健指導等への活用

②持ち寄った「保健だより」をもとに協議する。
　・自校の「保健だより」の発表（4～5人発表、各校5分）
　・質疑、意見交換

③保健だよりのチェックシートを用いて自校の保健だよりのチェック
を行う。
④グループワークを通して、よりよい保健だよりを作成するための工
夫や配慮事項等について意見を出し合う。
⑤グループごとに協議結果を発表する。

⑥各グループの発表に対し指導助言及び研修のまとめを行う。

30分

30分

40分

10分

講　　義

協　　議

演　　習

協　　議

発　　表

ま と め

　保健だよりチェックシート
　参考（例）

内        容 チェック

適切なタイミングや時期に発行しているか。
保護者向け、児童生徒向け、保護者・児童生徒向け又は地域回覧用等の対象が
はっきりしており、内容が整理されているか。
学校の様子や児童生徒の活動が見える内容か。
緊急の課題や現代的な課題をとらえているか。
専門的な知識（医学情報等）を簡単に分かりやすく要点を解説し、保護者や児
童生徒の健康に関する興味や知識を高めることができる内容か。
レイアウトはバランスがとれていて、見やすいか。
児童生徒と保護者が一緒に取り組むような活動も盛り込まれているか。（ワー
クシート等）
著作権や個人情報には十分な配慮と注意をしているか。
保健指導に活用されているか。
保護者の理解と協力が得られるような、保健だよりを作成しているか。

1
２

３
4
5

6
7

8
9
10
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（４）健康相談

○研修内容：健康相談と連携

１　目　標　　演習を通して、児童生徒、管理職、教諭及び保護者等への対応の仕方を学ぶとともに改善
することができる。また、お互いの立場を理解することによって効果的な連携ができる。

２　指導者　　指導主事、健康教育指導者養成研修専門コース受講者、養護教諭及び学識経験者等　
３　事前に準備するもの　　役割演技の台本、名札等

研 修 内 容 等研修時間 研修方法

①ウォーミングアップ
　（参加者相互の関係づくり）
　・コミュニケーションゲーム
　・傾聴練習（2人1組）
　　ア　聴く
　　イ　聴かない
　　ウ　シェアリング

②ロールプレイング（3人1組）
　・話し手、聞き手、観察者の役割分担
　・１人５分話（深刻な問題は避ける）をする。
　・３人でシェアリング（5分）
　・話し合ったことを発表する。

③サイコドラマ（心理劇）
　・保健室等を舞台とした台本を基に、登場人物（生徒・養護教諭・
担任・保護者等）の配役を決め、講師の指示で演技を行う。

　・進行中、必要に応じて講師が停止させ、そのときの気持ちを発表
することで、問題点や新しい対応方法を学ぶ。

　・講師による指導助言を受けながら進行する。

④研修のまとめを行う。
　・これまでの演習を振り返り、児童生徒及び教諭等の気持ちを理解
し対応に生かすとともに、教職員とのコミュニケーション及び連
携の重要性を再確認できるように指導助言する。

25分

30分

55分

10分

演　　習

演　　習

演　　習

ま と め



 － 52 －

10 年経験者研修

（５）保健室経営

○研修内容：保健室経営計画の評価と改善

１　目　　標　　効果的な保健室経営計画を立て、教職員の周知・協力の下に実施及び評価をすることが
できる。

２　指 導 者　　指導主事、学識経験者及び養護教諭等
３　事前課題　　自校の保健室経営計画を持参（必要部数）する。
４　事前に準備するもの　　パソコン、プロジェクタ、スクリーン、ワークシート等

研 修 内 容 等研修時間 研修方法

①保健室経営計画について、各学校の現状や課題について触れる。

②自校の保健室経営計画について発表し、意見を出し合い、現状にお
ける課題を明らかにするとともに、改善点を検討する。
・人数が多い場合グループ分けをする。
・ワークシートに現状の課題を箇条書きにし、効果的な保健室経営計
画の作成及び評価方法等について協議する。

③協議した結果について、パワーポイントでプレゼンテーションでき
るように作成する。

④グループごとに協議結果を発表する。

⑤各グループの発表に対する指導助言及び研修のまとめを行う。

15分

60分

40分

各10分

30分

講　　義

協　　議

演　　習

発　　表

ま と め
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10 年経験者研修

（６）保健組織活動

○研修内容：地域社会と連携した効果的な学校保健委員会の進め方

１　目　　標　・地域の学校と連携し、地域学校保健委員会を組織するなど、地域レベルでの健康つくり
が推進できる。

　　　　　　　・学校におけるヘルスプロモーションを推進するため、学校保健委員会に児童生徒を参画
させ、児童生徒の活動と連動した学校保健委員会活動を行うことができる。

２　指 導 者　　指導主事及び養護教諭等
３　事前課題　　自校の学校保健委員会資料を持参（必要部数）する。
４　準備するもの　　模造紙、付箋紙、色マジック、ワークシート、ホワイトボード等

研 修 内 容 等研修時間 研修方法

①「学校保健委員会の実際」
　・学校保健委員会と学校、家庭及び地域との連携の在り方
　・学校保健委員会の位置付け
　・学校保健委員会の組織づくり
　・事前の活動、準備及び連絡調整等
　・学校保健委員会の実施
　・実践化を図るための事後の活動
　・家庭や地域との連携方法

②「学校保健委員会の企画と運営」
　○小・中学校及び高等学校別に分かれて学校保健委員会の計画を立
案する。（80分）
〈手順〉
　・議題を決定する。
　・組織の構成メンバーを考える。
　・当日の運営案を作成する。
　・児童生徒の事前活動を考える。
　・資料を作成する。
　・学校保健委員会の事後活動と評価の仕方を検討する。
③グループごとに作成した計画案を発表する。（1グループ10分程度）

④各グループの発表に対する指導助言を行う。

⑤自校の学校保健委員会の課題や改善方法等についてワークシートに
まとめる。
⑥指導者による研修のまとめを行う。（10分）

80分

110分

20分

30分

講　　義

演　　習

発　　表

指導助言

ま と め
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10 年経験者研修

演習「学校保健委員会の計画及び立案」

１ 対象とする校種

２ テーマ：生活習慣（例 食・運動・睡眠・生活リズム等）

３ ねらい

４ 参加者

○児童生徒 

○保護者

○教職員

○学校医

○連携を考えて、特に参加してもらう人

５ 開催するまでの準備

対 象 連絡調整・指導等（具体的に）

児童生徒に対して

ＰＴＡ保健委員・保護者に対

して

校内の教職員に対して

学校医・専門機関に対して

その他

６ 学校保健委員会の計画（開催時間１時間）

時間 活動の流れ 児童生徒の活動 教師・保護者の支援 留意点・備考

７ 事後の活動（実践化を目指して）
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10 年経験者研修

（７）10年経験者研修における課題研究成果報告会

10 年経験者研修では、研修終了後、①校内研修後評価報告書、②校内研修実施報告書、③課題研究レポー
トを教育委員会に提出させるのが一般的な方法である。個々の研修者の研究成果を校内発表に留まらず、
共有化するために、教育委員会において課題研究成果報告会を設定している例を紹介する。

○開催要項　　　　　

１　趣　旨
10 年経験者研修の課題研究レポートの発表の機会を設け、研究成果の共有化を図ることによって、プ

レゼンテーション力の向上など養護教諭としての資質能力の向上を図る。
２　主　催
    ○○県教育委員会
３　日　程

備　　考時　　間 内　　容

主催者あいさつ
自己紹介、日程説明等

１人20分

　　　　　　　　　   

１人20分

指導主事

閉会のあいさつ等

開 会 行 事

課題研究成果の発表及び協議等

課題研究成果の発表及び協議等

講　評

閉 会 行 事

15分

120分

120分

30分

15分

（　昼　食　・　休　憩　）

１　はじめに
　　課題設定の理由等
２　学校（児童生徒）の概要
　　学校の特徴、児童生徒の健康課題、学校教育目標、学校保健目標及び保健室経営目標等
３　実践（研究）の内容（経過）
４　成果と課題
５　おわりに

学校名
職名   氏名

（別紙様式１）テ　　　ー　　　マ

※  Ａ４　2～4枚程度、別に資料がある場合は添付可
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参考資料

（１）ヘルスプロモーションとは

①　ヘルスプロモーション（オタワ憲章：1986）

1986 年 11 月 21 日、WHO はカナダのオタワにおいて第 1 回ヘルスプロモーションに関する国際会議を
開催し、先進国向けのヘルス・フォー・オールの具体的な健康戦略として「ヘルスプロモーションに関す
るオタワ憲章」を採択した。ヘルスプロモーションとは、人々が自らの健康をコントロールし、改善する
ことができるようにするプロセスである。

ヘルスプロモーションの概念図を使って説明する。（図）これは、一人の人間が坂道を健康という玉を
押し上げている図である。人間が健康という玉を押し上げていくためには、まずその人間（個人）に力が
なくてはならない。これが、「健康的なライフスタイルづくり」、具体的には健康に関する知識や技術を身
に付けて実践することである。この方法は、アメリカの医学者、とりわけ疫学者が発見した病気になるリ
スクファクター（危険因子）をコントロールし、一生涯にわたって健康をつくっていこうとする方法であ
る。換言すれば、個人の健康生活習慣づくりである。

しかし、すべての人々が同じ力をもっているわけでない。それゆえ、坂道を緩やかにすることによって、
力のない人でも坂道を健康という玉を押し上げていくことができるようにする必要がある。これが「健康
的な環境づくり」であり、具体的には障害者に優しい道路づくり、タバコの自動販売機の撤去、きれいな
空気・水の確保、安全・安心で健康な学校・職場・家庭・地域づくり、そして障害者や高齢者に対する偏
見をなくすなど自然・物理・社会的な環境のことである。この方法は、ヨーロッパの社会科学者、とりわ
け社会学者や政治学者や経営学者そして教育学者などが集まってつくった集団的・社会的な要因、特にソー
シャル・キャピタル（社会資本：信頼、集団・組織・ネットワーク）に注目したもので、リスクファクター
だけでなくハッピネスファクター（幸福要因）をも明らかにし人々の健康を支援していくものである。そ
れゆえ、基本的には社会の公的な責任において社会のあらゆる生活の場（settings）を健康的なものにし
ていく方法である。換言すれば、社会的な健康生活の場づくりである。いずれにしても、これらの二つの
方法をうまく統合した「健康的な公共政策を確立すること」がヘルスプロモーションの究極の目的なので
ある。
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②　ヘルスプロモーション（バンコク憲章：2005 年）

2005 年 8 月 11 日、ＷＨＯはタイのバンコクで「第 6 回ヘルスプロモーションに関するグローバル会議」
を開催し、「バンコク憲章」を提唱した。バンコク憲章は、「オタワ憲章」で確立された価値、原理、活動戦略、
そしてオタワ会議に続くヘルスプロモーションに関する国際会議での勧告を補い、そして組み立てたもので
あり、世界中の活動家や実践家によって分かち合い、ＷＨＯ会議の加盟国によって承認されたものである。

ＷＨＯは、達成すべき高い健康を享受することは人種差別のないことと同様に、あらゆる人間にとっての
基本的な権利（人権）の一つであることを認めている。ヘルスプロモーションは、ＱＯＬの決定要因や精神
的・霊的（スピリチュアル）な状態を包含するポジティブ（積極的）で包括的な健康概念を提案している。

バンコク憲章は、ヘルスプロモーションの定義に修正を加え、つぎのように再定義した。
ヘルスプロモーションとは、人々が自らの健康とその決定要因をコントロールし、改善することができる
ようにするプロセスである。

また、国際化する世界でのヘルスプロモーション戦略として、「健康な世界への発展は、強力な政治的な
活動、幅広い参加、持続的な唱道が必要である。ヘルスプロモーションは、十分に活用されるべきである、
証明された効果的な戦略の宝庫である。」とし、「ヘルスプロモーションをより進歩させるために、すべての
部門と場で、次のようなこと（プロセス戦略）に取り組まなければならない。」と述べている。

唱道：人権と連帯意識に基づいた健康を唱道すること
投資：健康の決定要因に焦点を当てて取り組む持続的な政策、活動そして社会的基盤に投資すること
能力形成：政策開発、リーダーシップ、ヘルスプロモーションの実践、知識移転や研究、そして健康識字

のための能力を形成すること
規制と法制定：すべての人々の健康と幸福を達成するために、有害なものからの高水準の保護と、平等な

機会を保障するための規制と法律を制定すること
パートナー：持続的な活動を創造するためにパートナーと公的組織、民間組織、非政府組織そして市民社

会による同盟をつくること
同時に、オタワ憲章のときに作られた「５つの活動方法」についてもその重要性を再確認した。１．健康

的な公共政策づくり　２．健康を支援する環境づくり　３．地域活動の強化　４．個人技術の開発　５．ヘ
ルスサービスの方向転換

また、ヘルスプロモーションに取り組む際の４つのコミットメント（義務）を確認した。１．ヘルスプロ
モーションをグロ－バルな開発事項の中心に置く、２．ヘルスプロモーションを全政府の中心的な責任にす
る、３．ヘルスプロモーションをコミュニティと市民社会の主要な焦点にする、４．ヘルスプロモーション
を適切な企業経営の必須条件にする、

そして最後に、「成功させるための国際的な誓約」について、次のように述べている。
「これらの公約を果たすために、新しい導入口と斬新な反響を使用するのと同様に、現存の証明された戦

略をよりよく適用することを要請する。パートナーシップ、同盟、ネットワーク、協力は共通の目標をもっ
ている人々を結びつけ、人々の健康を改善するための共同活動において、価値ある方法を提供する。各々の
部門―政府機関、市民社会、民間部門―は、特別な役割と責任を有している。たくさんのケースに存在する
基本的な健康の決定要因に取り組む進歩は、共に活動することによってのみ生じるのである。そうすること
によって、最終的な結果を達成するために資源を効果的に使うことができるのである。」

③　ヘルスプロモーションの未来

文部科学省は、財団法人日本学校保健会の補助事業において「保健指導資料作成委員会」（委員長：戸
田芳雄）、｢養護教諭研修プログラム作成委員会｣（委員長：島内憲夫）を設定した。2 つの委員会は共に、
ヘルスプロモーションの考えを健康な学校づくり、学校保健の基本に置き、子どもたちと教職員の安全と
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安心そして健康を支援していくことを謳っている。
このような取組は、ライフロング・アプローチを重視したアメリカ的な生活習慣づくり（健康増進）に

のみに注目することなく、カナダやヨーロッパが大切にしているセッティング・アプローチの両方を取り
入れ、健康な生活環境づくり（健康都市、健康な学校、健康な職場づくりなど）にも注目した新しい２１
世紀の健康つくりである。なぜなら、ヘルスプロモーションは、個人への健康教育を大切にしつつそれを
超えると共に従来の保健医療をも超える必要性を訴えているからである。

＜引用・参考文献＞
１）ＷＨＯ（山本幹夫監修・島内憲夫監訳）：ヘルス・フォー・オール―38 の到達目標―、垣内出版、東京、1990．
２）ＷＨＯ（島内憲夫訳）：ヘルスプロモーション―ＷＨＯ：オタワ憲章―、垣内出版、東京、1990．
３）島内憲夫・高村美奈子：ヘルスプロモーション～ WHO: バンコク憲章～、順天堂大学ヘルスプロモーション・リサー

チ・センター、2006．
４） 島内憲夫編著：ヘルスプロモーション講座～心の居場所：セッティングズ・アプローチ～、順天堂大学ヘルスプ

ロモーション・リサーチ・センター、2005．
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（２）健康な学校づくり（ヘルスプロモーティングスクール）
健康な学校づくりは、学校に関係するすべての人々（児童生徒、教職員、保護者及び地域の人々）が、

児童生徒と教職員の健康をつくっていくために協力して活動を展開することである。
世界的な視野からヘルスプロモーションを見ると、アメリカ的な個人技術に焦点を絞ったライフロング・

アプローチ（生涯健康生活習慣づくり）及びヨーロッパ的な生活環境に焦点を絞ったセッティングズ・ア
プローチ（健康的な生活の場づくり）の二つに分かれる。

健康に影響を及ぼす喫煙、ダイエット、そして運動不足のような生活様式は、健康的な社会化の過程で
形成されるが、特に学齢期が大きな決定力を持っている。それゆえ、個人に焦点を強く絞ったヘルスプロ
モーションのためのライフロング・アプローチ、特に児童生徒の健康な生活習慣づくりにのみに取り組ん
で、健康を促進し守るといった観点からの取組も大切であることを忘れがちになってしまう傾向にある。

ＷＨＯの提案する健康な学校づくりは、健康的な生活習慣を含む幅広いヘルスプロモーションの５つの
活動、すなわち①健康的な公共政策づくり、②健康を支援する環境づくり、③地域活動の強化、④個人技
術の活動、⑤ヘルスサービスの方向転換を意識して展開しなければならない。

なぜなら、学校は児童生徒にとって一日の多くを過ごす生活の場である。児童生徒のヘルス ･ コミュケー
ションのための場であることやヘルスサービスを用意するための効果的な場であることを表わしているか
らである。

ドン・ナットビーム教授は、ヘルスプロモーションの５つの活動の視点から「健康な学校づくり活動」
について、次のように論述している。

１．制度としての学校の組織と児童生徒と教職員が共に参加することや、ヘルシー・コミュニティ
としての学校の開発を支援するような学校政策（①健康的な公共政策づくり）

２．安全で健康的な物理的環境の創造（②健康を支援する環境づくり）
３．学校生活における保護者と地域社会の活発な巻き込み（③地域活動の強化）
４．教室での教育は、すべての学習のための基礎的な認識や、健康について情報を児童生徒に与え

ること、そして情報を最適に活用するための個人技術の開発を支援すること（④個人技術の開発）
５．身体的健康ニ－ズと同様に精神的健康を認めるような精神保健（メンタルヘルス）を認識する

適切なヘルスサービスへの児童生徒のアクセス（⑤ヘルスサービスの方向転換）」

２１世紀の学校は、児童生徒が、学校や家庭そして地域において日常生活を営む中で自分に価値を見い
だし、自分が生きていることや健康であることを実感し、未来に向かって自分らしく力強く生きていくた
めの力（生きる力）を身に付けることができる学校でなければならない。

さらに言えば、児童生徒にとって、学校は「楽しい場」でなければ意味がないのである。そのような支
援的な場の形成は、校長のリーダーシップと教職員のチームワークそして構成力・マネジメント力にかかっ
ている。
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本報告書は、文部科学省がまとめた「養護教諭プログラム作成に当たっての方向性」をもとに、養護教諭
の研修に関する具体的な事項について検討し、財団法人日本学校保健会が文部科学省の補助金により実施し
ている「学校保健センター事業」として資料を作成しました。

養護教諭研修プログラム作成委員会（50音順）◎委員長

　赤木　昭子　　　　岡山県岡山市立大野小学校養護教諭
　阿部　悦子　　　　栃木県総合教育センター研修部副主幹
　岩崎　信子　　　　滋賀県教育委員会事務局スポーツ健康課指導主事
　上原　篤彦　　　　群馬県教育委員会事務局特別支援教育室指導主事
　大久保　菜穂子　　日本伝統医療科学大学院大学統合医療研究科准教授
　斎藤　千景　　　　東京都立六本木高等学校養護教諭
◎島内　憲夫　　　　順天堂大学スポーツ健康科学部教授
　高橋　宏至　　　　埼玉県八潮市立潮止中学校教頭
　原　　永子　　　　岐阜県岐阜市立藍川北中学校養護教諭

なお、本報告書の作成に当たり、文部科学省スポーツ・青少年局学校健康教育課健康教育調査官
釆女　智津江　のほか、下記の方々が編集を担当しました。

　北垣　邦彦　　　　文部科学省スポーツ・青少年局学校健康教育課健康教育調査官
　長岡　佳孝　　　　文部科学省スポーツ・青少年局学校健康教育課安全教育調査官
　森　　良一　　　　文部科学省スポーツ・青少年局学校健康教育課教科調査官
　高山　　研　　　　文部科学省スポーツ・青少年局学校健康教育課専門官





養護教諭研修プログラム作成委員会

報告書

財団法人日本学校保健会

定価  1,000 円


	表紙
	ま　え　が　き
	目　　次
	第１章　養護教諭研修プログラム作成に当たっての方向性
	１　養護教諭を取り巻く状況
	（１）学校保健の動向と養護教諭
	（２）中教審答申（H20.1）等において求められている養護教諭の役割と課題

	２　保健主事との関係
	３　養護教諭研修の必要性
	４　養護教諭研修の現状と課題
	（１）新規採用養護教諭研修の現状と課題
	（２）10 年経験者研修の現状と課題


	５　養護教諭研修プログラム作成に当たっての基本方針
	６　新規採用養護教諭研修・10 年経験者研修の目的及び方針
	（１）新規採用養護教諭研修
	（２）10 年経験者研修


	第２章　養護教諭研修
	１　体系的な教員研修の整備
	２　教員研修の実施体系（養護教諭関係）
	（１）国レベルの研修
	（２）都道府県教育委員会が実施する研修
	（３）市町村教育委員会、学校及び個人の研修

	３　養護教諭研修プログラムと構成
	４　新規採用養護教諭研修
	（１）研修の目的・方針
	（２）研修の進め方（例）
	（３）年間研修項目例（小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校）
	○年間研修項目例一覧表（小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校）

	（４）研修項目別研修内容（例）
	①　保健管理
	②　保健教育
	③　健康相談
	④　保健室経営
	⑤　保健組織活動

	（５）校内研修内容（例）
	（６）養護教諭研修における支援体制（例）

	５　10 年経験者研修
	（１）研修の目的・方針
	（２）研修の進め方（例）
	（３）養護教諭研修の評価基準（例）
	（４）年間研修項目例一覧表（小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校）
	（５）研修項目別研修内容（例）
	①　保健管理
	②　保健教育
	③　健康相談
	④　保健室経営
	⑤　保健組織活動



	第３章　研修項目別研修事例
	１　新規採用養護教諭研修事例
	（１）基礎的素養
	○情報モラルについての指導
	○ヘルスプロモーション
	○学校保健の理解と学校保健計画の作成方法

	（２）保健管理
	○感染症の予防と対応
	○学校における事件事故・災害発生時の対応

	（３）保健教育
	○学級（ホームルーム）活動における保健指導
	○体育科、保健体育科における保健学習の進め方と評価

	（４）健康相談
	○学校におけるカウンセリングの活用

	（５）保健室経営
	○保健室経営計画の作成
	○一日学校参観（保健室経営の実際）

	（６）保健組織活動
	○学校保健委員会の進め方


	２　10 年経験者研修事例
	（１）基礎的素養
	○ヘルスプロモーティングスクール（健康な学校づくり）

	（２）保健管理
	○医療的ケアの現状
	○救急処置の医学的知識と技術
	○心身の健康にかかわる危機管理
	○救急体制の充実（病院研修）

	（３）保健教育
	○学級（ホームルーム）活動における保健指導
	○体育科、保健体育科における保健学習と連携
	○効果的な保健だよりの作成

	（４）健康相談
	○健康相談と連携

	（５）保健室経営
	○保健室経営計画の評価と改善

	（６）保健組織活動
	○地域社会と連携した効果的な学校保健委員会の進め方

	（７）10 年経験者研修における課題研究成果報告会


	参考資料
	（１）ヘルスプロモーションとは
	（２）健康な学校づくり（ヘルスプロモーティングスクール）
	○中教審答申（平成20 年１月17 日）〔抜粋〕
	○学校保健安全法（昭和33 年法律第56 号）…
	○学校保健法等の一部を改正する法律（平成20 年法律第73 号）施行通知
	○学校保健安全法施行令（昭和33 年政令第174 号）
	○学校保健安全法施行規則（昭和33 年文部省令第18 号）



